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有能弁護士は純情パラリーガルを猫かわいがりする
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「はい、小早川こばやかわ弁護士事務所です」

　優しい色合いの壁紙に六法全書がずらりと並べられている本棚。そして作業机が置かれている弁護士事務所で、私、三井みつい朱里あかりはかかってきた電話を受け取る。悩みを抱えて電話してくる依頼者の窓口になるため、落ち着きのある明るめの声で対応するようにと先輩から教わった。

　それを心がけて受話器を取るようにしているが、パラリーガルになって半年の私は指示をされた声で対応できているのか、自分でもわからない。

「小早川はただいま外出しておりますので、戻り次第ご連絡をいたします」

　所長である小早川隆晃たかあきが裁判所に出かけているのでその旨を依頼者に話し、用件を聞いて電話を切る。所長が事務所に戻ってきてからスムーズに対応できるようにするのもパラリーガルの大事な仕事だ。

　そこで隣の席に座る先輩パラリーガルの吉川よしかわ美羽みうが、私の方を向いてにこりと微笑む。

「ここで働くようになって半年、朱里はパラリーガルとして成長してるね」

「いえいえ、私なんてまだ簡単な仕事しかさせてもらえなくて……」

「うちの所長はイケメンで好物件なんだけど、仕事に対しては厳しいから」

　美羽先輩がため息をつきながらそんなことを口にする。二歳になる女の子のママだがイケメンに目がないらしい美羽先輩からしても、小早川先生の厳しさは無視ができないレベルのもののようで、きっと残念に思っているのだろう。ウエーブのかかったセミロングの髪を束ね、白のカジュアルスーツを綺麗に着こなしている美羽先輩はとてもかっこよく洗練された女性だ。

　眉目秀麗で美しい美貌を持っている所長は私から見ても完璧なイケメンだと思う。だが、そのことを考えている余裕もなく頭の中で電話の内容を整理する。

「話を聞いているの？　朱里」

「はっ、はい！」

「朱里は真面目すぎるのよ。ほら、もっとリラックスして……」

「所長に渡すメモなので、このまま出したら叱られちゃいます」

　つまらなそうに口を尖らせている先輩と会話しながらも、電話の内容が書いてあるメモをちらりと見る。慌てて書いたせいで乱雑になった文字を、このまま先生に出すわけにもいかないだろう。

「まぁ、あの鬼所長に睨まれたらひとたまりもないわよね」

「ですよね……」

　小早川弁護士事務所の所員は弁護士とパラリーガルを合わせても圧倒的に男性が多く、女性パラリーガルは私と美羽先輩だけだ。それもあって美羽先輩とは仲がよく、女性の弁護士先生からも可愛がってもらっている。

　仕事のしやすい職場であることは間違いないけれど、ちょっとだけ不満なこともあった。

「特に朱里が叱られていると、ハムスターが野獣に襲われているようなんだもの」

「ちょっ、先輩……。人が気にしているのを知っているはずなのに」

「あら、かわいいってことなんだからいいじゃないの」

　かわいいと言ったって私だって二十三歳だし、大人の女性として扱われたい。けれど、背も低く高校生と間違われるほどの童顔なので、いつも小動物扱いをされている。

　腑に落ちないが、ハムスターに似ているとよく言われてしまう。これは、私に女性としての落ち着きが足りないことも原因のひとつかもしれない。

（もう慣れましたけど！）

　心の中でそう呟きながら、机に向かってメモを整理する。そうしておくことで、所長が帰って来ても慌てずに対応することができる。

「三井ちゃん、手が空いたらこっちの書類も整理してくれるかな」

「はい、誉田ほんだ先生」

　そこで若手弁護士の誉田卓也先生から声をかけられ、メモを所長の机に置いてから彼の机へと向かう。

　まだ簡単な仕事しかさせてもらえず、そのほとんどが仕事とは名ばかりの雑用だ。いつかは一人前のパラリーガルになりたいけれど、その道はかなり遠い。私はまだまだ新米だ。

　そんなことを考えていると、一人の男性が部屋に入ってきた。

「おかえりなさい、所長」

　逞しい体つきをした容姿端麗な美しい男性は、三十七歳にして有能弁護士であり、この事務所の所長である小早川隆晃。しかも、日本有数の小早川財閥の御曹司というハイスペックで独身なのだ。

　美羽先輩が言っていたようにまさに好物件。しかし、その性格は……。

「俺がいない間、なにかあったか？」

「はい、所長宛にかかってきた電話リストを作成しておきました」

「作業中の仕事が終わったら俺のところへ来い」

「わかりました」

　戻って来て早々パソコンと向き合い仕事をこなしている所長を目で追いかけながら書類の整理をする。そこで誉田先生にくすりと笑われた。

「そんなに気になるなら、ボスのところに行って来ていいよ」

「……っ、そういうわけではないです」

「三井ちゃんは思ってることが顔に出やすいよね。本当に素直なんだね」

　笑いながらそんなことを口にする誉田先生。からかわれているように思えて頬を膨らませる。弁護士という職業柄、仕事に対しては熱心なのだが、どうも彼は人をからかうことが好きなようだ。

　馴染みやすい上司であることは間違いないのだが、そんなことを言われると気恥ずかしい気持ちになる。

「とにかく、私のことはどうでもいいので書類を整理しちゃいましょう」

　話を遮るかのように乱雑に置かれている用紙を手際よく整理していると、誉田先生が感心するように私を見ていた。

「三井ちゃんに頼んで正解だ。やっぱり女の子がいるのはいいね」

「先生が散らかすからです」

「君はいい奧さんになりそうだね」

　にこりと微笑みながら呟いた誉田先生は、若手のプリンスと呼ばれているだけあってイケメンだと思う。しかしそれを遥かに超える所長がいるため、こちらにもそれなりの耐久性がついている。

　そのせいか、私には彼氏ができるどころか初恋すらまだ経験したことがない。

「あいかわらず塩対応なんだね。小動物のようにかわいいのに」

「そんなこと言ってないで、終わりましたよ」

「さすが、仕事が速いよね」

「ありがとうございます」

　仕事が速いと言われても、内心は複雑だ。しかも小動物扱いをされたところで褒められても嬉しくない。

　そんなふうにしか思えない私は素直じゃない。そう思うと胸がちくりと痛む。

「では、私はここで失礼します」

「うん、またよろしく頼むね」

「はい」

　書類の片付けが苦手な誉田先生のことだからまた呼ばれるのは目に見えているが、先生たちが仕事をしやすい環境を整えることもパラリーガルの仕事だ。

　そんなことを考えながら移動すると、いつになく不機嫌な顔をした所長が書類に目を通していた。

「遅くなって申し訳ありません」

「……どうしようもないな」

　不機嫌をあらわにした低い声でそんなことを呟かれ、さすがに落ちこんでしまいそうになるがぎゅっと手のひらを握る。私が落ちこんだどころでどうにもならないのはわかっているが、泣いてしまいそうだった。

「いや、……その、誉田のことだ」

「え!?」

「あいつはなにかにつけておまえに仕事を押しつけて……」

　所長が言い放った言葉の意味に首を傾げる。あたりまえの仕事をこなしているはずなのに、どうして所長が苛立っているのか私にはわからなかった。

　そこでふいに頭を撫でられ、思わず顔を上げる。

「所長……っ」

「おまえのことじゃないからそんな顔をするな」

「はい」

　時々、所長が私の頭を撫でるのは小動物扱いをされているからだろう。そう思うのに、所長の大きな手で撫でられるのは嫌じゃない。

　どうしてそんなふうに思うのか自分でも不思議になるけれど、心地いいとさえ思う。

「それより、頼んでおいた資料できているか？」

「……申し訳ありません、まだ終わらなくて……」

「誉田の片付けを手伝ってやる暇があったら、さっさと終わらせろ」

「はい……」

　いつもながら所長がぶれることもなく厳しく、私はうつむいたまま返事をする。厳しいのはわかっていたし、こうなる前に終わらせられなかった自分の責任だ。

　そんなことを考えながら一礼をし、踵を返して机へと向かう。情けない自分を心で窘めるが、思った以上にダメージが大きかった。










　所長からお叱りを受けた私は自分の席に戻って、パソコンで素早く書類作成を再開する。

（なんで所長はあんなに厳しいのかなぁ……）

　仕事を効率よく進めるのは社会人としてはあたりまえだし、所長の言いたいことはわかっている。なのに、それができていない自分に歯がゆさを感じ、小さなため息をつく。

「そんなに落ちこまないで、早く書類を作った方がいいよ。朱里」

「先輩……」

「所長に叱られるなんていつものことじゃない」

　私を慰めようとしてくれているのか、湯気の立ったマグカップを机の上に置いた美羽先輩はにこりと微笑む。励ましてくれているのはわかっているが、いまは己の不甲斐なさに落ちこむしかない。ただ、いつまでもそうしているわけにもいかない。

　口の中に広がる、ミルクたっぷりのコーヒーの味にほっと一息をついたところで、気分転換してパソコンの画面に向かいキーボード入力をはじめた。






（ふう、これでよし！）

　一心不乱にキーボードを打ち続け、ようやく書類を作り終えると、壁に掛かった時計の針が四時半を指していることに気づく。終業時間までになんとか終わらせられたことに一息をついて、少し冷めたコーヒーに口を付ける。

　時間内に終わったとはいえ、所長のチェックを受けなければならないので定時に帰れるかわからない。それでも自分をちょっとだけ甘やかしてしまうのは、業務を終わらせられたことへのご褒美だ。

　そこで美羽先輩と視線が合い、優しい表情の先輩に安堵する。

「やっと終わったみたいね。お疲れ様」

「書類作成もなかなか慣れなくて……」

「でも、前に比べたら確実にスキルが上がっていると思うよ」

　本当にそうなのかと疑いたくなるが、素直に喜んでもいいのだろうか？　そんな疑問が脳裏に浮かび恥ずかしくてたまらなくなる。

　それでも所長になにを言われるかわからないので、ここは気を引き締めたほうがいいだろう。

「……ありがとうございます。では、私は所長のところへ書類を届けてきますね」

「うん、早く持っていったほうがいいよ」

「はい……」

　美羽先輩に背中を押されて席を立った私は、すぐに所長の机へと向かう。いつも通り厳しい表情でパソコンに向き合っている彼を目にして、戸惑ってしまう。

（ううっ、ここで書類を持って行ったら怒られそう……）

　機嫌が悪くなったりでもしたら確実に叱られるような気がして、足が竦む。けれどここで提出しなかったらもっと最悪な結果になるだろう。

「所長、今朝言いつけられていた書類をお持ちしました」

　あれこれ悩んでる暇はないと判断し、意を決して声をかける。すると私に気づいた彼が顔をあげた。

「見せてみろ」

「はっ、はい……」

　その声にびくりとしながら書類を差し出すと、すぐに受け取りの確認をする。その瞬間、私の指と、所長の指がほんの少しだけ触れ、ドキリと鼓動が跳ねる。が、何事もなかったかのように振る舞う所長の姿に呆然とした。

（だって、いま……指が触れたよね？）

　ほんのちょっと指が掠めただけなので大袈裟な反応かも知れない。が、十分意識してしまう。

　親友曰く〝朱里は恋愛スキルゼロの娘〟と、断言するほど、恋愛はおろか恋だってしたことがない。

　そんな私なので情けないけれど、些細なスキンシップにとまどうばかりだった。

「おまえにしてはがんばったな。三井」

「え……、あっ、ありがとうございます」

　ここで褒められるとは思っていなかったので、思わず拍子抜けしてしまう。

「なんでそんなに驚いてるんだ？」

「すみません」

「三井は少し自信を持てばいい」

「はい……」

　褒められることが少ないせいで、こんな反応をしてしまう自分に呆れてくる。だが、いつも厳しい所長に褒められ、驚かないほうが無理だった。

　けれど、さすがにいまの反応はまずかったようにも思え、うなだれる。

「とにかく助かったから、ありがとうな」

「あっ、ありがとうございます」

「明日からもこの調子で頼むぞ」

「はい」

　相変わらずの仏頂面だが、所長に褒められたのは事実なので素直に喜んでいいのかもしれない。単純かもしれないがそんなふうに思ってしまう私がいた。

　どうして所長の一言に心が乱されるのか自分でもわからない。けれど、憧れの人だからこんな気持ちになるのだろう。

　そんなことを考えながら自分の席に戻り、残りの仕事を片付けていると終業時間になった。

「お疲れ」

「お疲れ様です」

　あちこちからそんな声が聞こえ、私も仕事が終わり席を立とうとする。そこで所長の机をちらりと見た。

　忙しいのか、いまだにパソコンと向き合っている所長の姿にこのまま帰ってもいいのかと少し不安になる。

「そんなに気になるならコーヒーを淹れてあげたら？」

「みっ、美羽先輩!?」

　背後から声をかけられたことに驚いて振り返る。と、意味深な笑みをこぼしている美羽先輩がいた。

　今日は早く帰ると聞いていたので、てっきり帰ったとばかり思っていた。

「予定があるから早く帰るって言ってたじゃないですか？」

「旦那が残業らしくて、予定が狂ったのよ。それより、恋の悩みならお姉さんが聞いてあげるよ？」

「そっ、そんなんじゃないです……」

　にやりと顔を歪ませた美羽先輩に動揺しつつ、否定する。そもそも所長に憧れているのは認めるが恋愛感情とは別のものだ。

　自分ではそう思っていても、周囲の反応が違うように感じるのは気のせいだと思いたい。

「まぁ。そこが朱里らしいし、見てるのも悪くないけど」

「だから、どうしてそうなるんですか？」

　美羽先輩がなにを言おうとしているのかわからず首を傾げるが、その様子から子供扱いをされていることだけはわかった。二十歳を超えてもなお、そんなふうに思われるのは背が百五十センチしかないからだろう。

「そこは気にしなくていいの」

「なんか、私のこと子供扱いしてますよね？」

「ほら、そんな顔しないの」

　笑いながらそんなことを言う美羽先輩にムッと頬を膨らませるが、すぐに諭される。冷静に受け止められないと大人にはなれないとわかっていても、むきになってしまう。

　自分の性格は自分がよく知っている。少しは社会人らしくなりたいと切に願う。

「それより……って、電話をしてるから次の機会のほうがいいかも」

　その声で振り返ると、所長は受話器を片手にクライアントと話をしているようだった。事務所に帰ってきてからも忙しそうにしていたことを考えると、いまは邪魔をしない方がいいだろう。

「とりあえず、私たちは帰るとしますか」

「はい」

　少しかしこまった会話をしながら美羽先輩と事務所をあとにする。だが、所長のことを考えると後ろ髪を引かれる思いだった。










　素早く着替えを済ませてから事務所を後にした私は、駅までの道を歩いていた。雑居ビル群が立ち並ぶ小径を抜けると、夕陽に照らされた街路樹がまばゆい光を放っている。

　初夏の訪れを感じるこの頃はスーツを着ているだけでも汗ばむ。そんな陽気の中で信号待ちをしていると、大型モニターから今日の裁判についてのニュースが流れてきた。

（所長がかかわってる案件だ……）

　心の中でそんなことを考えているうちに、信号が青に変わりなにごともなかったかのように、横断歩道を渡る。職業柄、気になることはテレビやネットで調べている。先程見た裁判についてのニュースの内容も、忘れないように鞄からスマートフォンを取り出してメモをした。

　そこでメールが来ていることに気づいてチェックをする。

「今日の夜、暇ならご飯を食べに行こうよ」

　いじわるげな白くまのスタンプと共に書いてあるメッセージに小さく笑い、返信する。高校時代からの親友であるだけに、誘いはいつも唐突だ。

（もう、梨華リカってば、あいかわらずなんだから）

　いつも気まぐれな彼女はアパレル企業の事務員をしており、ときどき連絡をしあう仲だ。そんな親友からのメールに返信し、彼女が勤めている会社近くの駅で降りる。

　雑居ビルがひしめきあっている場所から、おしゃれなお店が建ち並んだ街に到着する。が、梨華はまだ来ていないらしく、近くにあるショーウィンドウに目がいく。

（最近、服を買ってないな……）

　休日もなんだかんだ忙しくて、ゆっくりと自分の時間を過ごすことができなかった。いまさらながらそんなことに気づき、落ちこむしかない。

「なにをいまさら女子力のなさに落ちこんでるんだ」

「って、いつからそこにいたの？」

「朱里を観察していた。いつもどおりに小動物だった」

　私よりほんの少し背が高く、ストレートの黒髪ロングがよく似合っている綺麗な女子は私の親友の豊原とよはら梨華。ちょっと風変わりな彼女だが年上の恋人がいる。

「観察って、私……小動物じゃないんですけど」

「かわいいからいいじゃないか？」

　人が気にしていることを知っているのに、ケラケラと笑い出す梨華にムッと頬を膨らませる。相変わらずマイペースに自分を貫く梨華だが、そんなところも彼女の魅力かもしれない。

「それより、今日はどこ行く？」

「って、人の話を聞いてる？　って、言っても無駄か……」

　案の定、話を変えている梨華にため息をつきながらもどこに行こうか考える。この近くならば行きつけのカフェもあるので、梨華の中では一択だろう。

「梨華はなにを食べたいの？」

「いつものカフェでいいよ」

「……私に聞くまでもないじゃない」

　普段はからかわれることが多いが、梨華に対しては突っ込み役に回る。梨華もまた、周囲からしっかりしていると思われているので、お互いに素を見せ合える友人関係だ。

　そんな梨華とだからウマが合うのかもしれないと、時々考える。

「一応、朱里の意見も聞いてあげたでしょ。心外だなぁ」

「はいはい……ありがとうございます」

「君はもっと素直になるべきだと思うよ」

　内心素直じゃないのはどっちだと言いたくもなるが、すかさずカフェのオーナーに連絡をする梨華になにも言えなくなる。その店は大学生の頃から梨華と通っていたお気に入りのお店で、オーナーの三崎みさき圭司けいじさんは梨華の彼氏だ。

　ようするに私をダシに使わないと梨華は彼氏に素直になれない、私以上の意地っ張りなのだ。

「……はじめから素直になればいいのに……」

「彼氏のいない朱里に言われたくない」

「ううっ……」

　痛いところを突かれてなにも言い返せなくなると、梨華は決まって顔をニヤリと歪ませる。

（ほんと、油断も隙もないんだから……まったく）

　ここまで来ると呆れてものも言えないが、それでも親友だからこそ許されるものがある。

「ほら、さっさと行くよ。朱里」

「うん……」

　いつも通りのふたりだからこそ何事もなかったかのように歩きはじめられる。それが自然なことなので、私にとっても安心できるのかもしれないとそんなことを考えていた。






　表通りを歩き、少し緑が多くなった閑静な通りに、落ちつきのあるシックなこげ茶色の外観をした建物が見えてくる。初めて来た時から変わっていないその場所へ足を運ぶと、まるで学生時代に戻ったかのような懐かしさをくれた。

　もちろんいまでも頻繁とまではいかないが、こうして梨華と会うときはかならずここでご飯を食べる。私と梨華はおしゃべりをしながら歩いて行き、店内へと到着した。

「いらっしゃいませ！」

　ドアに取り付けてある金色の鐘の音が響く中、元気のいい女性店員の声が聞こえてくる。いつもながらの活気にあふれたお店は、若い女子たちやカップル連れで賑わっていた。

「ふふ、オーナーに伝えてきますね」

「えっと……別に伝えなくてもいいんだけど」

「そんなことをしたら私が怒られちゃいます」

　三ヶ月ほど前に働き始めた新人店員の彼女にもわかるほどの三崎さんから梨華への溺愛ぶりは、正直うらやましいほどだ。それなのに素直じゃない梨華はこの調子で、クールに決めている。

　恋人からそんなふうにかわいがられてみたいといつもながら思うが、恋人たちにはそれぞれの事情があるようだ。そんなことを思いながら席に案内をされた。

「もう、本当に素直じゃないんだから……」

「朱里も同じ立場になればわかる。彼氏ができるのがいつかわからないが」

「また。それを言う……」

「未来の恋人は案外近くにいるかもだけど……」

　梨華の言葉に内心ありえないと思う。いくら男性のいる職場だとはいえ、そんな関係にはなりにくいだろうと思案する。

　色恋沙汰の事例が舞い込んだとしても、彼らはあくまでも弁護士として対応を求められる。そんな状況で己の恋愛を考えるはずがない。

「わっ、私のことはいいでしょ。パラリーガルになれて半年だし……」

「そんなことを言ってると結婚が遠のくよ？」

　真剣な顔つきでその言葉を言ってくる梨華にぐうの音も出ない。

「それは……」

「二十三歳だからまだ結婚なんて考えられないかもしれないけれど、このままじゃ恋愛ひとつできないよ？」

「おっ、梨華ちゃんは僕との結婚を考えてくれているんだね」

「圭司はお客様の話を盗み聞きしない！」

　突然話に割り込んできた、優しそうなイケメンがオーナーの三崎さんだ。私からすればまさに助け船のようにも感じられた。

　しかし、三崎さんに話を聞かれたことで梨華はやや機嫌が悪い。

「そんなに機嫌悪そうにしないでよ。朱里ちゃんもいるんだから。ねえ……」

「うるさいよ、圭司は……」

「梨華ちゃんは本当に照れ屋さんなんだから」

　梨華を相手にここまで言える三崎さんのことを尊敬せずにいられない。だが、これはもともとの彼の性格が自然とそうさせているのだろう。安心して素顔を見せられる相手がいるのはうらやましく思う。

「僕としてはそんな君も大好きだけど」

「人前で大好きとか言わない！」

　恥ずかしいのか顔を真っ赤にしている梨華が微笑ましくて、小さな笑いをこぼす。好きな人に愛される気持ちってどんなものなのかを知りたいが、まだまだ先の話だろう。

「なにを笑ってるのよ。他人事だと思って」

「だって、三崎さんにやり込められてる梨華がかわいくて」

「だから朱里は早く彼氏を作った方がいいの。絶対猫かわいがりされると思うし……」

　梨華がため息をつきながらそんなことを呟くのを聞きながら、正直、そんな恋をしてみたいとこの時の私はそう思っていた。






　楽しい時間があっと言う間に終わり、家に帰ってパソコンで今日の裁判についてのことをネットで調べる。が、その途中でいつの間にか眠ってしまい、気がつくと朝になっていた。

　暖かかった昨日にくらべるとかなり肌寒く、空を眺めるとどんよりと曇っている。いまはまだ降っていないけれど、天気予報でも今日の午後から雨が降るだろうと言っていた。

　そんなことを考えながら事務所近くの小径を歩く。

「にゃおーん」

　細い鳴き声が聞こえ、吸い寄せられるかのように近づくと、白い毛並みの小さな子猫がいた。そばに近づこうとした瞬間、その子猫は通りかかった人に抱き上げられた。

（スーツを着ているから、男性だよね……？）

　彼の顔が見えないので、そのぐらいの判断しかできない。けれど、とても優しい男性であることは間違いないだろう。

「おまえ、どこから来たんだ？　こんなに体を震わせて……」

　その声とともに彼の顔を見た瞬間、思わぬ人物に驚愕する。その人物は、なんと所長だった。しかも、子猫に向けている優しい表情はいままで見たこともなかった。

　と、言うよりこのギャップは正直ずるい。

（私もあの猫ちゃんのように、所長にかわいがられたいな……）

　思わずそんなことを思ってしまうほど魅力的だし、あの笑顔を人間に見せないなんてもったいなさすぎる。でも、そうなるとますます女性を惹きつけてしまうのだろう。

「いいなぁ、私も所長のペットになりたい……」

　そんなひとり言が無意識に飛び出てしまうほど、所長がかっこよく見えてしまう。普段はあの優しい笑顔を見せてくれないものだから、その笑顔は貴重なものだった。

「おまえも俺のペットになりたいのか？」

　そんな空耳が聞こえて……、って、そこで所長と目が合って慌てふためく。しかも蠱惑的な微笑みを見せつけているなんて絶対にありえない。

「俺のペットになるか、三井……」

「ごめんなさい、決して覗き見してたわけではないし、誰にも言いません」

「別にそんなに怯えなくてもいいだろう。おまえに見られたところで問題はない」

　これが夢でなかったら、からかわれているだけなのだろう。どっちにしろこんな所長は見たこともない。

　でも、いつもの仏頂面よりも絶対にかっこいい……。なんて考えている余裕もない状況で、混乱するばかりだった。

















２












「あっ、あの……。どうして私が所長の、ぺっ……ペットなんですか？」

「自分で口にしておいてそれかよ」

「え!?」

　所長の言葉に咄嗟に口を抑え、心の声を聞かれてしまった羞恥で全身が火照り出す。よりにもよっての大失態で、一気に現実に突き落とされていた。

　それでも所長は蠱惑的な笑みを浮かべたまま、私を混乱の渦に巻き込む。

「すっ、すみませんでした。いまの……忘れてください！　私も誰にも言いませんから」

「ぺットにして欲しいなんて、告白されたのは初めてだ」

　告白だとしても、どこの世界にこんなまぬけな告白をする人間がいるかのレベルだと思うんですけど……。でも、だからこんなに笑われているんだと考えて冷静になる。

　これはさんざんからかわれて、あとで叱られるパターンの前兆かもしれない。

「申し訳ありません……でも、告白とかじゃないですから」

「別に言い訳しなくていいし、気に入ったから安心しろ」

「安心って、本当に……」

　私の頭を撫でながらそんなことを口にした所長は、なにごともなかったかのように子猫を段ボールに入れ、風が当たらない場所へと移動させて去って行く。その場に残された私はただ、寂しそうな目をしている子猫を見守ることしかできなかった。






「はぁ……」

　今朝の衝撃的事件を経て事務所に出勤してもなお、私の心にはモヤモヤが残っていた。悪いことはしていないはずなのに、どうして後ろめたい気持ちになるのかさえもわからないし、所長がなにを考えているのかまったくわからない。

　そんな中、パソコンで仕事に打ち込もうとするが、所長がいるので集中できるはずもなかった。

（やっぱり、あの仏頂面がいつもの所長……なんだよね）

　そんなことを思うものの、あの優しい笑顔を仕事中に見せられたら、いろんな意味で大変なことになりそうだ。そんなことを考えていると美羽先輩と視線が合う。

「朱里、ぼーとしてないで来客の準備をしなくていいの？」

「えっ？」

「ほら、今日はストーカー事件の被害者が来るって言ってたじゃない」

「あっ……」

　朝から所長のことばかりを考えていたせいで、すっかり来客のことが頭から抜け落ちていたことに呆然とする。

「いっ、いまから準備します」

「今日の朱里はいつにも増して変だけど、なにかあった？」

「別に……なにもありません」

　誰にも言わないと言っただけに、美羽先輩に理由を言えず笑ってごまかす。と、すぐに給湯室へと向かう。

　いろんな意味で心臓が痛くなるのは所長のせいに違いない。そう結論づける。

（なんか振り回されてるよね。私……）

　予想もできない出来事に直面したせいなのか、仕事に集中できない自分が情けない。けれど、あの優しい笑顔を思い出すだけで胸がきゅんと疼くようだった。

　――でも、あれは告白とかじゃないんだからっ。

　私にとっては大事なことなのでそこだけは誤解を解きたいけれど……。って、いまはそれどころじゃないと自分を窘め、応接間の掃除をする。

　とにかく仕事中だから余計なことを考えちゃいけないと思いながらも、気がつくと来客との約束の時間を迎えていた。

　所長と一緒に応接間に現れたのは、女性服を扱うショップの店員、横山美鈴さんだ。私よりひとつ年下の二十二歳だと聞いている。

　茶系のセミロングにフランス人形のようなかわいらしい顔立ちをしている彼女は、うつむきがちに先生と向き合っていた。

「失礼します」

　依頼者の気持ちを考え、担当する弁護士と補佐のパラリーガルが面談を行っている。そのはずなのに、なぜか担当の補佐が同席していなかった。

「横山さんの弁護には私が当たらせていただきます」

「はっ、はい！　小早川先生が直接弁護してくださるなんて、ありがたいです」

「ただ、今回は私の補佐に若手パラリーガルをつけようと思っています」

　所長自ら弁護すると聞いていなかったので少し驚きだったが、なにか事情でもあるのかと考えながらテーブルにお茶を置く。

「私自身、若い女性に寄り添える弁護ができるか不安もありますし、若手を育てたいという思いもありましてそう考えています」

「わかりました。先生がそうおっしゃるのでしたらそれでかまいません」

　所長にしては珍しいケースだと思うが、言われてみると、所長は現在忙しい時期に比べて仕事量も少ない。そのため所長は若手を育てたいと思ったのだろうと推測した。

「ありがとうございます。そう言っていただけてうれしいです」

「私こそお若い方に担当してもらえるなら相談しやすいですし」

　はじめは不安そうにしていた彼女を安心させられるように持って行くのも、優秀な弁護士の手腕と言っても過言ではない。そして先輩の誰かが補佐に抜擢されるのだろう。

　そんな考えに至って暢気に考え、応接室をあとにした。










　三十分が過ぎ、帰っていく横山さんを見送ってから再び応接室へとお茶を片付けに行くと、いまだに資料を見ている所長がいた。

「面談がおわられたのに、どうなされたんですか？　所長」

「今回の件はおまえに補佐をさせる。横山さんにも承諾を得た」

「はいっ!?」

　所長の言葉に自分の耳を疑ってしまい、素っ頓狂な声を上げる。今朝のことを根に持たれているのだろうかとさえ思ってしまう。

「俺のそばで仕事できるなんてうれしいだろう。朱里」

「あっ、あか……って、なんで呼び捨てなんですか？」

「今回の依頼者の務め先は若者中心の街だし、その中でも若い女子に人気のスポットだ」

　たしかにそうかもしれないけれど、意味がわからなくて呆然とする。その前にどうして自分の名前を呼び捨てにされているのかが疑問だ。

　そもそも、パラリーガルなら私より優秀な先輩たちもいるのに、どうして私なのかも納得できない。

「俺のペットになりたいって言ったのは朱里だ。飼い主のそばにいるのが普通だろう」

　甘さを含んだ声が耳元に響き、頬が熱くてたまらなくなる。それよりもついさっきまで堅物な所長だったのに、驚くべき変化に泣きそうになった。

（やっぱり見てはいけないものを見たから、根に持たれているんだ……）

　そうとしか考えられない現実に、どうすればいいのか思い悩む。

「申し訳ありません。私には所長の補佐なんて務まるとは思えません」

「スーツを着た男どもが店の周辺にいたら犯人に怪しまれるし、おまえじゃないと今回の補佐は難しいだろう」

「美羽先輩がいるじゃないですか」

「吉川はいま、重要案件に取り組んでいるから無理だ」

　美羽先輩には取り組んでいる仕事があるのはわかっているが、ストーカー事件だって重要案件のひとつだ。それなのに、どうして私なのかがわからない。

「おまえひとりに任せるわけじゃないし、俺がいるんだからそんなに心配するな」

「…………」

　――それがある意味、怖いんですけど……。口に出せないけれどあえて本音を言うなら、まさしくこれに尽きる。

　大丈夫だと言われても自信なんてないし、所長の補佐は荷が重くて混乱してしまう。

「俺を信じてついてこれるよな」

「……はい」

「いい子だ、朱里」

　まるで子供に言い聞かせるように言い含められて素直に頷くと、今朝、子猫に向けていた優しい顔で微笑まれる。ドキリと早鐘を打ち続ける己の心音がさらに私をとまどわせた。

（所長の中で私は絶対にペット枠だよね……）

　やはりひとりごとを聞かれたことが最大の原因で、こんなことになったとしか思えない。有無も言えずに頷くしかなかった。










（どうしてこんなことになるのですか！　神様）

　応接室から自分の机に戻って来た私は、心の中で叫ぶしかできずに悶々とする。今朝のあの笑顔にとまどうどころか、自分にそれが向けられるのは想定外でしかない。

　美羽先輩が心配そうにしているのはわかっていた。けれど、相談に乗ってもらうわけにはいかない。

「もしかして、所長から補佐の件を聞かされたの？」

　思わぬ言葉が私の耳に入り、咄嗟に顔を上げる。って言うか、それ初耳なんですけど！

「どうして先輩がそれを知っているんですか!?」

「そりゃ、前から朱里は自分の手で育てたいって言ってたからよ。だから、いままで朱里はほかの先生につかなかったの」

「えっ、えっ？」

「誉田先生とかは、あんたを育てたいって言ってたけど……」

　美羽先輩の話によると、この事務所では基本的に若手パラリーガルは弁護士について仕事を学ぶらしく私も例外ではなかったそうだ。しかし、所長自ら私を育てたいと言い出したことから、時期がくるまで雑用という形になっていたらしい。

「所長が仕事を抑えていたのだって、あんたを育てるためよ」

「……そんなことは知りませんでした」

「朱里は鈍いからね……。本当に」

　呆れたようにため息をつきながら口にした、美羽先輩の言葉にまた困惑する。そんなことを言われても事情なんてわかるはずもない。

　それなのにどうして鈍いと言われるのだろうと、頭を悩ませる。

「所長がこのタイミングで朱里を補佐にするのは、私は自然だと思うよ」

「はぁ……」

「大抜擢だし、がんばってみればいいじゃない」

　ちょっとからかっている表情から一転して、急に真剣な顔つきに背筋がしゃんと伸びる。これはあくまでもパラリーガルとして成長する一歩だと考えれば、所長の指示に従うのが普通だろう。

　ただ、今朝のことがなければもっと素直に喜べたのにと思わずにいられなかった。










　それから数日が過ぎ、私は所長と仕事をすることが多くなっていた。いままでも事務所で毎日のように顔を合わせていたが、想像以上にふたりで所長室に籠もることも多くなっていた。

　そんな私の現在の悩みは所長本人にあり、困惑させられっぱなしだった。

「所長、言われていた資料をお持ちしました」

「おまえは仕事が速いから助かるよ」

「え!?」

　ちょっと前までは仕事が遅いといつも怒られていたはずなのに、ここ最近は機嫌がいいのか私を褒めてくる。褒められるようになったのはいいことだと思うが、所長の変わりように頭が混乱する。

「……最近の所長は変わりましたよね」

「そうか？　俺はこんなもんだぞ」

　そうか？　じゃなくて自覚がないんですかと問いつめたいが、いくらなんでも上司に向かってそんなことは言えないので黙り込む。怖いぐらい優しくなったのだから少しは自分が成長したと思ってもいいはずなのに、微妙な気持ちになってしまう。

　仕事ができるようになったわけじゃないのに、所長に褒められることがありえないと思うからだ。

「そんな褒められても仕事ができるようになると思えないですし……」

　とにかく、所長に褒められるだけで恥ずかしい。そう思うから素直に受け入れられないのだ。

「少しぐらい慣れろよ。いまはおまえと仕事をしているんだ」

「……はい」

「なにも叱られてばかりじゃ、朱里だって嫌だろう」

　たしかに叱られてばかりじゃ私だって憂鬱になるだろうし、お互いに気持ちよく仕事ができない。理屈では所長の言うとおりだとわかっていても簡単に馴染めない。

　しかも、いまやあの優しい顔を日常茶飯事のように見せつけられている状態だ。

（でも、この顔をほかの人に隠すなんてもったいないな）

　仕事上、厳しい弁護士の顔をしなければならないのはわかっている。だけど、少しでもこんな顔を見せていたら私だって受け止められていたのかもしれない。

「それはそうと、今日の夜は予定があるのか？」

「はっ、はい……？」

「行きたいところがあるんだが、付き合ってくれないか」

　突然すぎる言葉に呆然とする。恋愛経験があれば戸惑わないのかもしれないが、あいにく私にはその経験がない。

　しかも、それを見抜いた上でからかっているのだろう。だからこそ所長とのやりとりに慣れなかった。

「わかりました。お付き合いさせていただきます」

「そうしてくれるとありがたいよ。ただ、仕事用のスーツじゃなくておしゃれをしてこい」

「え!?　それはどういう……？」

　所長の言葉の意味がわからず首を傾げる。

「そういう場所に連れて行くんだよ」

「だからそれじゃ、意味がわからないです」

「おまえはそれでいいんだ」

　いじわるげに微笑みながらそんなことを言い放たれて、胸の中が不安の渦に巻き込まれていく。これはもう、どうしていいのかわからない。小さなため息をついた。










　終業時間を迎えてまっすぐに家に帰った私は、母との会話もそこそこに自分の部屋に向かう。出かけるとなればいろいろ用意しなければならないが、着ていく服を決めないことにはどうにもならない。

　白を基調とした部屋に備えつけられたクローゼットを開け、いくつかの服を取りだし途方に暮れる。どこへ行くかさえわかれば、そこに合わせた服を選べるが、所長は最後まで行き先を教えてくれなかった。

（おしゃれをしてこいって言われたって、難しいよ……）

　そもそも所長の考えていることが理解できないのだから、いくら思案したところで難しすぎる問題だ。

「無難にこのワンピースにしようかなぁ……」

　少し大人っぽいけれどショップで一目惚れした白地に黒のアクセントが印象的なワンピースに決める。洋服を選ぶだけでも時間がかかり、気がつくと待ち合わせの時間が近づいていた。










　その後は大慌てでシャワーを浴びて、どうにか待ち合わせの時間に駅へとたどり着く。と、事務所からそのまま来たらしい所長の姿があった。

　見慣れたスーツ姿のはずなのに、外で見る所長がかっこよく見えるのは私だけじゃないはずだ。そう言い聞かせないと胸の高鳴りが抑えられそうにないと思ったところで、彼がこちらに近づいてくる。

「俺の言ったことをちゃんと守ったようだな」

「って、所長がどこに行くか教えてくれないから迷いました」

「その服、とてもよく似合うぞ。朱里」

（優しげに微笑みながら、そんなことを言うなんてずるい！）

　少し前までの所長はどこに行ったのだと言いたくなるほどだが、私とふたりでいる時以外はいつも通りの所長だ。

　しいていえば、なにかの拍子でスイッチが押されているような感じだった。

「ほら、車に乗って移動するぞ」

「はっ、はい……」

　なにひとつ理解できないまま、車の助手席に乗せられてとまどう。運転する彼にありえないほど心臓が早鐘を打ち、仕事だと言い聞かせる。

「あの、私……本当にこんな格好でよかったんでしょうか？」

「そんなに気にしなくても問題ない」

「でも、行き先がわからないから困るんです」

「朱里はただ、俺についてくればいい」

（それで本当に大丈夫なのかな……？）

　頑なに行き先を教えてくれないので、やはり仕事で同行すると考えたほうがいいような気がする。そんなことをいろいろ思案してみるものの、結局はモヤモヤしたまま所長の横顔を見ていることしかできなかった。










　車を地下駐車場に停めると、所長についてエレベーターに乗り込む。ここへ来るまでの情報が少なすぎるが、車からの景色を見た限り高級ホテルが立ち並ぶ場所だということはわかった。

　果たしてこんな場所でどんな用事があるのか見当もつかない私は、エレベーターのドアが開くと同時に驚愕するしかなかった。

「本当にここで仕事があるのですか？」

　ガラスに映し出されたまるで宝石箱のようにひかり輝く夜景に、木製のテーブル席があるこの場所はどうみても高級レストランにしか見えず、呆然とする。もはやなにがどうなってるのか考えたくないほど頭の中が混乱する。

「朱里はこれが仕事だと思うのか」

「だって、その……仕事、ですよね？」

「俺のペットはまだまだ子供すぎて教え甲斐がありそうだ」

　くすくすと笑っているところを見せつけられ、完全にからかわれているのだと気づく。私の反応をおもしろがっていたから、到着するまで教えなかったのだろう。

（所長ってもっとクールだと思っていたのに……）

　こんなにいじわるな人だと思わなかった。なのに、いまの所長のほうがちょっとだけ近寄りやすいと思う。

　そこで年配のウエイターがにこりと微笑みながら、私たちのほうに近づいてきた。

「お待ちしておりました。小早川様」

「ここのところ忙しかったから、急な予約で悪かったな。支配人」

「とんでもございません。こちらこそいつもご贔屓にしていただきありがとうございます」

　所長と支配人がそんな会話をしているのを隣で聞き、どう考えても私がここにいることが場違いに思えてならない。どこを見渡しても高級感があり、セレブな雰囲気が漂っている店内は居心地が悪くてたまらなくなった。

（どう考えても、上司が部下を連れてくるレストランじゃないよね？）

　そう思うものの、何も言えずに所長の後ろについていく。そこで支配人の柔和な笑みに少しだけ安心する。レストランに入ってなにも食べずに店を出たら失礼にもほどがある。けれど所長がどうして私をこの店に連れて来たのかわからないままだった。

「そんなに緊張しなくてもいいだろう」

「いきなりこんな素敵なお店に連れて来られたら、緊張するに決まってるじゃないですか」

「おまえはなにも気にせず、かわいく笑ってろ」

「なにを言い出すんですかっ！」

　やっぱりペット扱いをされているんだと再認識しながら、メニュー表を見る。しかし、値段が書いてないためどれを選んでいいのかわからず途方に暮れた。

　店内の雰囲気で高級レストランだとわかっていたが、お財布の中身が気になってしまう。

「どうした？　いつものおまえらしくないぞ」

「値段が書いてないから、どれを選んでいいのかわからなくて」

「好きなのを食べればいいだろう？　値段なんか気にするな」

　値段を気にするなと言われたところで気にしないわけにもいかない。それなのに不敵に微笑んでいる所長の視線に困惑して落ち着かなかった。

「俺が連れて来たんだし、おまえに払わせるつもりはないから安心しろ」

「えっ!?」

「なにをいまさら驚いてるんだよ。本当に」

（普通、驚くに決まってます！）

　なにからなにまで突っ込みたくなるような状況ながらも、メニューを決め、注文をする。遠慮せずに食べた方がいいのかいまだに迷うが、しかたないとため息をつく。

　――そもそも、どうして所長は私をこの店に連れて来たのかな？

　それが一番よくわからないので、どうしたものかと思案しながら次の話題を探す。

「所長はよくこのお店に来られるのですか？」

「まぁ、仕事で何度か使ってるけどな」

「そうだったのですか」

「主に昼の打ち合わせでだが……。この店はクライアントにも好評だからな」

　所長の口ぶりがなんとなく意味深なものに感じられるが、そこはあえて考えないようにする。

「ちなみに機嫌を取るためにこの店を利用するのは、特別な女だけだ」

「そういうことを聞きたかったわけじゃないのですが」

「朱里は男に誘われて、飯を食いに行ったことがあるのか？」

「あっ、あるわけないじゃないですかっ」

　思わず飲んでいたミネラルウォーターを吹きだしてしまいそうな質問をされ、動揺する。だからからかわれるんだとわかってはいるが、そういった経験もない私はとまどうばかりだった。

「その反応じゃないだろうな……」

「わかっているなら聞かないでください」

「俺がおまえをここへ連れて来た理由すらわかってないもんな」

「絶対にからかわれてる気がする……」

　もうペットでもなんでもいいから、私にもこの状況が理解できるように教えてくれませんか？

　そう叫びたい気持ちをぐっと堪えて、煌めきに満ちあふれた景色を見下ろす。と、そこでウエイターが料理を運んでくる。

　ほうれん草とパプリカが彩りよく飾られたおいしそうなアーティチョークのフリットが目の前に置かれ、気分が少しだけ浮き立つ。

「コースにしたから遠慮せずに食えよ？」

「どうしてこんな……」

「食事をしているのに、そんな無粋な話はしたくない」

「すみません……」

　やっぱりなにを考えているのかまるで理解できないまま、食事を口にする。メインの魚料理は美味しいし、このお店に連れてきてもらえたのは感謝している。

　けれど、最後の最後までこの状況がわからずに悶々とし、それどころではなかった。










　食事を済ませてエレベーターに乗り、所長とふたりきりになる。一緒に食事をしたけれどやっぱり仕事の付き合いではなさそうだった。

「まだ、俺がおまえをなぜここへ連れて来たのかわからないのか？」

「わっ、わからないから困るんです」

「ヒントをくれてやってもこれかよ。おまえは本当に鈍いよな」

「だか……っ」

〝だから、どうして……〟そう口に出そうとしたのに、私は最後まで言葉を紡げなかった。なぜなら、所長が私の唇を塞いだからだ。このありえない状況の中、ドキドキしている自分がありえないし、どうすればいいかさえもわからなくなっていた。
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（なっ、なんで!?　所長が私に……？）

　混乱しっぱなしだった頭が真っ白になったところで、腰を抱きかかえられてしまう。これって、つまり……。

「いくら鈍いおまえでも、キスをされたらわかるだろう」

「…………」

「まだわからないのかよ。どれだけ純情なんだよ」

　そんなことを言われてもキスなんてしたことがないし、誰かに恋をしたこともない。なのにその視線に熱く見つめられたとたん、腰に力が入らなくなる。

「それと、俺以外の男をもっと警戒しろよ」

「えっ……？」

「おまえは無防備すぎて目が離せなくなる」

　あまりにも想定外すぎてもはや思考が追いつかず、なにも考えられずに抱きしめられながら呆然とする。そんな中、何度も重ねられた唇の熱さだけはリアルに感じることができた。
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「はぁ……。昨日はなんだったんだろう」

　けたたましく鳴る目覚まし時計を止め、起きたばかりだというのにため息をつく。なにもかもが信じられないし、想定外すぎる出来事でしかなかった。

　これから先どうやって所長と顔を合わせればいいかさえ、考えるだけでも憂鬱になる。

（でも、キスが嫌じゃないなんておかしいのかな……私）

　初めてのくちづけだったのに、驚きはあったものの嫌ではなかった。無意識に唇を触りながらそんなことを考えている。

　そんな自分が信じられなくて枕に顔を埋めてみる。が、私の心はかき乱されたままだった。

「こんな状況でも仕事に行かなくちゃいけないんだよね……」

　自分自身に問いかけるかのようにつぶやいて、ひらりと風に揺れるカーテンを眺める。キスをされただけで、こんな状態になるのはだめだと思い直す。

　昨日よりもさらに悩みが増えた感じで気が重くなってしまう。だが、それでも仕事を休めないので重い腰を上げて起き上がった。










　着替えを済ませてから一階に降りると、ご飯とお味噌汁のいい匂いが立ちこめてほっと胸を撫で下ろす。子供の頃は怖い夢を見るたびこうやって安心したが、いまの状況はそれに似ている気がして急に冷静になる。

　キスだけでこんなに動揺しているなんて、私はまだまだ子供なのかもしれない。そう思えてならなかった。

　そんな気持ちを押し殺してキッチンへ行くと、母が朝食の準備をしていた。

「おはよう、朱里。昨日は遅かったの？」

「うん、仕事で用事があって……」

「そうだったのね。パラリーガルさんも大変だね」

　にこりと微笑む母の言葉に、仕事以上に難解なのは所長だと声を大にして言いたくなる。が、母に話すことでもないので小さく笑ってごまかす。

　これが恋人とのキスだったら、もう少し自然に受け止められたかもしれない。無意識に思い浮かんだ思考を、掻き消すかのように頭をぶるぶると振る。

「とにかく、無理しちゃだめよ。朱里」

「うん……」

　心配そうな顔をした母に申し訳なさを感じながら、冷蔵庫から牛乳を取り出してダイニングテーブルに座る。父が単身赴任をしているため母とふたりきりの生活だから、もう少し大人にならないといけない。

　わかっているつもりでも、やっぱり想定外すぎて思考も気持ちも追いつかなかった。

「近々お父さんのところに行ってくるわ。パートもお休みもらえたし」

「そうなんだ」

「朱里はひとりでも平気？　お母さん、心配だわ」

「自分の娘をいくつだと思ってるの!?」

　いつもなら私はそんなに子供に見えるのだろうかと思い悩むが、今日に限っては子供だと痛感してしまい、言葉も出なかった。

（それもこれも、昨夜の所長のせいなんだからっ）

　大人になれないのは自分のせいだとわかっていても、なんとなく所長のせいにしてしまう。どうせおもしろがられているのだろうと、私は自分を窘めることしかできなかった。










　朝食の時間を終えて慌ただしく出勤する。と、所長はまだ来ていないので胸を撫で下ろして、席に着く。

　朝だというのに情けないほど疲れている自分に苛立ち、ため息をつく。そこで誉田先生と視線が合い、にっこりと微笑まれた。

「三井ちゃん、今日は早いね」

「おはようございます、誉田先生」

「最近の三井ちゃんは所長の助手で忙しいから、こうやって話すのは久しぶりだよね」

「そうでしょうか……？」

　こうやって誉田先生と話すのは久しぶりな感じでもないけれど、話を合わせて軽く笑う。そもそも同じ職場で毎日のように顔を見ているので、そう思わなかったのだと分析した。

「僕の机を片付けに来てくれないから、寂しくてそう思うのかな？」

「先生はちょっとぐらい、ご自分で机の周りを片付けてください」

「そうなんだけど、やっぱり女の子に片付けてもらったほうが気持ちいいから」

（そうですか……）

　誉田先生が言い放った理由に若干引くものの、そんな私にかまわず先生は満足げな笑みを浮かべている。

「所長との仕事が落ちついたらまた片付けに来てよ」

「もう、誉田先生っ！」

　自分で片づける意思のない誉田先生は笑いながらそんなことを言い、踵を返す。なんだったのだろうと思わずにいられないが、日常と言えば日常のやりとりに安堵する。

　どうしてこんなことを思うのか疑問に思ったところで、所長が事務所に入ってきた。

「おはようございます」

「おはよう、三井」

　意識しないようにと心に念じて、いつも通りに行動する。が、どうしても顔を見ることができずにうつむく。

　平常心、平常心……。そう言い聞かせていると、所長が私に近づいた。

「そんなに俺に怯えて、キスがよかったのか？」

「なっ……！」

　平常心を保とうと必死になっている私の耳元で、色気のある声でささやかれる。そのとたん心臓が早鐘を打つ。

　いじわるにもほどがあると叫びたいが、私にそんなことができるはずもない。

「本当にかわいい顔をするよな。おまえは……」

「って、事務所でそんなことを言わないでください」

　甘い声音でそんなことを言ってくるから手に負えない。ちょっと前まではクールで怖いイメージしかなかったことが、まるで嘘のようにすら思う。

　やはり、知ってはいけない所長の秘密を知ってしまった代償は大きいとつくづく思う。

「また、飯を食いに連れてってやるよ」

「…………」

　もはや素直に頷きたくない状況でしかなく、途方に暮れる。これが恋人だとすれば誘われても困惑しないだろう。しかし、私達は恋人同士でもないし、所長から好きだと言われたわけでもない。

（やっぱりからかわれてるとしか考えられないよね……）

　意識してしまう心に言い聞かせるようにそっとつぶやいてみるが、胸の高鳴りはおさまってくれず、困り果ててしまった。










　始業時間になり、私は所長のそばで雑務をこなしていく。仕事をしている時の顔は以前のように厳しいけれど、近頃私に対しては時折甘さも見せてくる。

　はじめこそそんな所長に混乱していたものの、日が経つにつれ日常のものとして受け止められている自分がいた。

（というよりは、ここのところ所長のせいでいつも悩んでるような感じだよね……）

　キスをされたし口説かれてはいると思う。けれど、好きだと言われたわけでもないから、からかわれているような気がする。

　そんなことを考えながら書類整理をするが、所長と目が合ってしまい、あわてふためく。

「そんなに俺を見つめてどうした？」

「あっ……、いや、その……」

　落ち着きのない私をからかうように、所長は顔をにやりと歪ませている。それなのに鼓動がどくんと高鳴った。

　仕事中なのに、ここでドキドキするのはありえないだろう。

「かわいい顔で見つめられたら、男は勘違いするぞ」

「えっ!?」

「それとも、俺を誘っているのか？」

　私が所長を誘えるわけがないのにそんなことを言われ、頬がかぁーと熱く火照る。

「ぜっ、絶対にありえませんからっ」

「じゃあ、なんでこんなに顔が赤いんだ？　熱でもあるのか」

「……っ」

　いじわるに問いつめられ、首をぶんぶんと振って否定する。意識してないと言えば嘘になるけれど、この場合は素直にそれを言えるはずがなかった。

「なんてな。でも、間違っても俺以外の男にはそんな顔を見せるな」

「へっ!?」

「昨日も忠告したのに、朝から誉田にそんな顔を見せるからいじめたくなった」

「してませんし、それ誤解ですからっ」

　どこをどう見ればそう思うのかわからないが、誉田先生とは普通に話していただけだ。

「お前がそのつもりじゃなくても気をつけろ。隙だらけじゃ俺が心配になる」

　あきらかに勘違いしそうな言葉を耳元でささやかれ、身体に力が入らなくなる。これほどまでの破壊力はずるい。

「みっ……、耳元でささやかないでください」

「こうでもしないと、朱里は俺の言うことを聞かないだろう？」

「だからって、そんなの卑怯です」

　恋愛スキルのない乙女を相手に容赦がない所長に、胸の高鳴りが抑えられなくなる。これならば、叱られたほうがましなような気がしてなにも言えなかった。










　お昼休みになり、美羽先輩と共に近くのファミレスに来た私は、ほっと胸を撫で下ろして席に着いたが、それも束の間だった。やはり所長のことを思い出してしまう。どうしたってかなわないとわかっているからこそため息が出る。

「どうしたのよ、朱里。元気がないじゃない」

　メニューを注文してすぐに発した美羽先輩の言葉に、ヒヤリとさせられる。

「私でよかったら相談に乗るよ？」

「……ありがとうございます。でも、大丈夫です」

　美羽先輩が本気で心配してくれているとわかるが、相談するとなれば所長とのことを話さなくてはいけない。それを考えてしまい、結局はなにも言えず途方に暮れる。

「本当になにかあったらちゃんと相談するのよ」

「はい」

「まぁ、朱里のそばには所長がいるし問題ないと思うけど……」

　その所長が悩みの種なんです！　と言えるものなら言いたいが、それもできずに悶々としながらアイスティーに口をつける。

「そういえば、こっちは朱里を取られて大変だわ」

「え!?」

「かわいい女の子を所長にひとりじめされてるからね」

　美羽先輩が話を変えてくれたのはありがたいが、その内容に驚いてアイスティーを吹き出しそうになる。それはそれで聞き捨てならない困った話だ。

「そんなに驚いた顔をしなくてもいいのに」

「ですが……」

「いつかはこうなるって、たぶんみんながわかっていたもの」

　前に美羽先輩から所長が私を補佐にしたがっていたと聞いたが、みんながわかっていたと聞かされるとちょっと複雑だ。まるで自分だけが知らなかったことがあるような気になってしまう。

　そもそも、こんなふうに考えている自分が信じられないけれど……。

「まぁ。そんなに心配しなくても所長ならあんたをきっと、一人前のパラリーガルに育ててくれるから」

「……はい」

　にこりと微笑んで励ましてくれる美羽先輩にほっとして、運ばれてきたチーズハンバーグを口にする。からかわれることも多いが基本的には頼りになる先輩だと思う。

「でも、朱里がいないと癒しがなくて寂しいけど……」

「私は小動物扱いですかっ！」

（これがなかったら、もっといい職場なのに……）

　かわいがってもらえていることはありがたい。だからと言って小動物扱いをしなくてもいいのにと小さなため息をつく。

「いいじゃないの」

「なんか複雑です」

「かわいがられるほうがいいのよ」

「……そうでしょうか？」

　どちらかというと綺麗で美しい女性に憧れている私としては同意しかねるが、人間関係がギスギスしてしまうよりはいいのかもしれない。

「それに女の子は恋をすれば綺麗になれるものよ」

　ちょっといたずらっぽくつぶやいた美羽先輩の言葉に、所長の顔が思い浮かぶ。

「なっ、なにを言ってるんですか？」

「あら、その反応は好きな人でもできたのかしら」

「ちっ、違います」

（ここで所長を思い出すなんてありえないんですけどっ！）

　弁護士としての所長を尊敬しているが、この状況で彼が思い浮かぶのはどう考えてもおかしい。きっと振り回されすぎているせいだと心の中で思うものの、しっくり来ないので思案する。

　自分の気持ちすらもわからない状況。それはきっとあのキスのせいだ。

「なんてね。でも、自分の感情と向き合ってみるのもいいかもね」

「えっ？」

「いまの私に言えることはこのぐらいだけどね」

　少し寂しそうにつぶやいた美羽先輩に話せないことが申し訳ない。しかし、所長のことは言ってはいけないような気がして黙り込むことしかできなかった。






　昼休みが終わり事務所に戻ると、所長が出かける準備をしていた。今日は外出の予定がなかったはずなのにと、少し不思議に思いながらも席に着こうとしたところで目が合う。

「朱里、戻ってきて早々で悪いがおまえも一緒に来い」

「え!?」

「横山さんの友人と名乗る人間から連絡があり、トラブルが発生した」

　所長はその一言だけをつげると、私を連れて駐車場へと急ぐ。なにがあったのかはわからないが緊迫した雰囲気に圧倒されながら、助手席に乗せられた。

「犯人が横山さんの店の前でうろついているらしい」

「え!?　でも……」

「何日か前に、警察に厳重注意を受けたと聞いていたのだが」

　そう切り出した所長は、犯人は横山さんに接近しないようにと強く言い渡されたのだと話す。そこで彼女と犯人が知り合いであったことから、示談の方向で持って行きたいと相談を受けていたらしい。

　パラリーガルとしてはもちろん事件のことは把握している。が、そんな事情があることは知らなかった。

「この話は俺と朱里の秘密な。本人が内密にしたいと言っていたから」

「はい……」

「大事にしたくないんだろうな。男と女のことは……」

　ぽつりつぶやいた所長の言葉を理解できるような気がして、小さく頷く。男女のことだからではないとしても、横山さんにとっての事情もあるのかもしれない。

「話を聞いた上で、横山さんの弁護を引き受けてやりたくなったんだ」

「えっ？」

「それと朱里を育てるためにも、いい機会だと思った」

「所長……」

　ここで横山さんの弁護を自ら引き受けた理由を教えてくれるのはいいとしても、どうして私の話になるのかと疑問が残る。が、所長がそう思っていてくれたと知り、恵まれているのだと素直に思う。

　そんなことより、いまは横山さんを優先しなければならない。そう思ったところで車が停止し、所長と共に横山さんが勤めているお店へと急いだ。

「離せ！　俺は美鈴と話がしたいんだ」

　ストーカーが横山さんの名前を呼びながらわめきちらしている。少し離れた距離には女性従業員に付き添われている彼女がいた。

「おまえは横山さんのケアをしろ」

「はい……」

　そう一言つぶやくと所長はそのままストーカーに近づいていった。その様子に心配になるが、それは杞憂に終わった。所長はストーカーの手首を掴むと、そのまま華麗に投げ飛ばしたのだ。

　しなやかな動きで、倒れた男の身体に跨がった所長から目が離せなくなる、

「いてて！　なにすんだよ。あんた」

　所長に取り押さえられたストーカーが顔を歪ませて呻き出す。その様子は骨でも折れたのだろうかと心配になるほどだった。周囲にいた人たちも緊迫した状況を見守っている。

「手首を捻っただけだ。骨は折れていない」

「こんなことしていいのかよ！」

「横山さんに近づかないと警察に念を押されたのは誰だ？」

「あんた……何者だ」

「これ以上抵抗すると、罪が重くなるだけだぞ」

　緊迫した空気の中、我に返った私は急いで横山さんがいる場所へと向かう。

「板野いたのくん……」

　小さな声で彼の名を呼んだ横山さんの顔色が悪くなっていく。

「大丈夫ですか？　横山さん」

「はい。でも……突然のことで、警察に連絡していいのかもわからなくて」

　声を震わせながらも気丈に状況を説明しようとする横山さんは、とても強い女性なのだと思う。だからこそ板野さんのことを思って示談の方向に持っていったのだろう。

　そんな彼女の気持ちに気づいて欲しいと、心の中で願わずにはいられない。

「痛っ……離せよ」

「もう二度とこんな真似をしないならな」

「わかった。わかったから……」

　いまだに取り押さえられたままの板野さんは、手首の痛みからか次第におとなしくなっていく。骨が折れていないとしてもよほど痛むと見えて、彼の額には汗が滲んでいた。

「好きな女のことは怯えさせるものじゃない。見守ってやるのも男の務めだろう」

「…………」

「おまえのした行動は彼女を怯えさせるだけだ。たとえ元恋人だとしてもな」

（そういう理由だったんだ……）

　初めて聞かされたふたりの関係に驚くものの、そんな事情があるならば所長の判断は正しかったのだろう。こんな状況になって所長の真意がわかるなんて、やっぱり私はまだまだ未熟者だ。

「……俺、どうしていいのかわかんねえよ」

「わからないもなにも自分が彼女を傷つけたんだ。責任を取ればいいんだ」

　所長の諭すような言葉を聞き、なにかを考えるように板野さんはうつむく。きっとどんな言葉よりも彼の心に響いたのだろう。

　このようなケースは正論を並べるよりも、相手の気持ちに寄り添う弁護をしたほうがいいと聞いたことがある。それを自然と思い出しながら、所長の姿にドキドキしてしまう。

（どうして……。こんな時に心臓が高鳴って、胸が痛むの？）

　横山さんのケアをしているのに、心の中では不謹慎なことを考えている自分が信じられない。けれど心の奥に芽生えた思いが、恋であると気づいて胸がざわめく。

「やっぱり、小早川先生に弁護をお願いできてよかったです」

「えっ？」

「人の痛みがわかる弁護士だって、相談した人から教えてもらえたから」

「横山さん……」

「小早川先生は素敵な人ですよね。いつかあんな人と恋ができたらいいな」

　小さな声でつぶやいた横山さんの言葉にドキリとするが、彼女の乙女心がそう言わせたのだろう。彼に対しての所長の言葉はきっと横山さんの胸にも響いたような気がした。

　その証拠に去っていく彼の背中を横山さんが寂しそうに見つめていたのは、微かな恋心のせいかもしれない。

「横山さん、これで彼は思い直すと思います。私の言ったことが伝わっていれば……」

「あっ、ありがとうございます。小早川先生」

「あなたの本当の気持ちが彼に届くといいですね」

　所長のことを鬼だとか思っていた私はきっと、人を見る目がなかったのかもしれない。そんなことを考え、所長と横山さんのやりとりを見ていた。

　こんな状況で恋を自覚するのはありえないが、いまの彼女の気持ちに寄り添えたとしたら悪くないような気がした。と言っても、私はまだまだ未熟だけど……。

「そろそろ帰るぞ。三井」

「はい……」

「本当にありがとうございました」

　横山さんをはじめとした従業員が一礼をする中、踵を返した所長の背中を追いかける。まるで何事もなかったかのようにお客さんの声が響き、ほっと一息をつく。

「所長、板野さんの腕は大丈夫なのでしょうか？　もしも訴えられたら」

「四方固め……いや合気道の技だから、そんなに気にする必要もない」

「合気道……ですか？」

「腕を捻った痛みはあっても怪我はさせてない。これでも有段だからな」

　どうやら合気道の技で四方固めという技があり、所長が手振りを交えて教えてくれる。合気道の達人だったことには驚いたが、好きな人のことを知りたいと思う気持ちがいまになってようやくわかりはじめた。










　事務所へと帰る車内で所長とふたりきりになる。恋を自覚したせいもあり、妙に落ち着かない雰囲気の中、少しだけ緊張してしまう。

「今日はおまえがいてくれて助かったよ。朱里」

「……いえ、私はなにも……」

「おまえがいたから横山さんのケアができたんだ。自信を持てよ」

「そうでしょうか……？」

　所長がいたからあの場を収められたというのに、どうして私がそんなふうに言われるのだろう。しかも、横山さんのそばにいただけでなにもできなかったというのに……。

　それなのに甘い声音で褒められると、胸の高鳴りが抑えられなくなる。

「横山さんと同世代の朱里だから、彼女も安心できたと思うぞ」

「えっ？　そんな……」

「今日の褒美に、今度どこかに連れてってやるよ」

　恋心を自覚したばかりの乙女には破壊力がありすぎる一言をささやかれ、呆然とする。きっと、私の気持ちなんて知る由もなくからかってくる所長に翻弄されっぱなしだ。

　所長にとっては部下と接しているだけなのに、ドキドキしてしまう自分がいる。

「本当に……なにもできてませんし」

「そんなことはないから、俺を信じろ」

「はい……」

　いままでが厳しかったから、こんなに甘やかされていいのかと思う。だが、ずっと困惑していた気持ちより所長に褒められることの喜びのほうが純粋にそれを上回る。

　それはきっと、自分の気持ちの名前を知ったせいなのかもしれない。

「もしも、俺が朱里をデートに誘いたいと言ったらどうする？」

「へっ!?」

（いっ……いま、デートとか言いました!?）

　信じられない言葉に耳がおかしくなったのかと疑い、呆気に取られる。

「自分が口説かれてるなんて思いもしない顔だな」

「くっ……くどっ？」

「キスで教えてやったのにその反応は、本当にうぶなんだな」

「だって……そんなこと」

　予想のナナメ上をいく展開に心臓がいまにも壊れてしまいそうになる。だって、こんな展開なんてありえないし、どうしていいのかわからない。

　なのに大パニックの私をよそに、妖艶に微笑む男性から目が離せなくなる。

「おまえだから口説きたくなるんだよ」

「そっ、そんな……」

「覚悟しろよ。朱里」

　それはなんの宣言ですか!?　と言いたくなるような所長の言葉になにも言えずうつむく。そもそもどうして私を口説くのかもわからないし、大人の彼に翻弄されっぱなしだ。

　しかも、私は自分の気持ちに気づいたばかりなのだ。どうしたらいいんだろう。

「手始めに、今度俺と飯に行く。いいな」

「いくらなんでも強引すぎます」

「強引でもないだろう。この間だってデートしたじゃねえか」

「あれって、そういう意味だったのですか!?」

　あの日はいじわるで教えてくれなかったのにと思うが、ここではっきりと教えられてもそれはそれで困る。

「とにかく。朱里が鈍すぎるのはわかったからおとなしく俺に口説かれてろ」

「ええっ！」

「純情娘にはこうやって教えてやらなきゃわからないもんな」

　完全にいじわるな表情でつぶやく所長に呆然とし、うっかり好きだと思ったことを後悔する。なのにその瞳の甘さにうっとりとさせられてしまう自分がいた。

（私、これからどうなっちゃうの……？）

　恋に気づいただけならまだしも、その人から口説かれている状況に私はただ呆然とするしかできなかった。
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（どうしてこうなっちゃったんだろう……）

　事務所に戻って自分の席に座り、小さくため息をつく。信じられない所長の発言に混乱したまま、頭を抱えてしまう。

　もちろん好きな人に誘われるのは嬉しい。けれど、恋愛初心者の私はその状況についていけなくて翻弄されるばかりだった。

　かなり手強い男性を好きになってしまったのだからしかたがない。そこへ美羽先輩がマグカップをトレーに載せてこちらに来る。

「どうしたのよ、朱里。そんなに大変だったの？」

「いえ、申し訳ありません……」

「いいのよ。悩みがあるのは朱里が成長している証拠だもの」

「そうでしょうか……？」

　自分ではそうは思わないし、まだまだだと思っている。それなのに所長や美羽先輩に褒められているのが信じられなかった。

「それより、横山さんのほうはどうだったの？」

「はい、所長のおかげで大事になりませんでした」

「そうだったのね。本当によかったわ」

「それに、いろいろ勉強になりました」

　最悪な事態にならず解決できたのは所長のおかげだし、人の気持ちに寄り添える弁護を間近で見られた。それは本当に勉強になったし、所長のすごさを素直に受け止められる。

　しかし、問題はその後のことだなんて言えるわけがない。

「それならよかったわ。少しゆっくりしてから業務に戻ればいいから」

「ありがとうございます」

「ううん。朱里こそ、お疲れ様」

　そう言って踵を返した美羽先輩の背中を見つめながら、湯気の立ったマグカップを口につける。温かいココアが喉に染みると同時に、所長の机をちらりと見る。

（……好きだと言われたわけじゃないのに、どうして口説かれるんだろう？）

　そこが疑問だし、私以上に綺麗でかわいい女性はたくさんいると思う。それなのにどうして自分が口説かれているのか理解できない。

　自分の気持ちですら把握できそうにないのに、前途多難な初恋に振り回されて呆然とするしかできなかった。










　どうにか仕事をこなして終業時間を迎えた私は、梨華と一緒に三崎さんのカフェに来ていた。

「朱里、最近なにかあった？」

「え……？　べっ、別に……」

　いつにも増して鋭い梨華の言葉にどうして前からの約束が、今日だったのかと思えてならない。そんな自分を隠すかのようにメニューと睨めっこをするが、落ち着かない。

「嘘。最近はやけに落ち着きがなかったけれど、今日の朱里は特に変だよ」

「本当になにもないし、しいていえば所長の補佐になっただけだから」

「絶対に怪しい。なにかあるならお姉さんに相談しなさい」

「……わかったわよ」

　察しのいい梨華に凄まれたせいで逃げられないと感じた私は、あの日からいままでのことを話す。羞恥に苛まれてしまうが、梨華の誘導によりなんとか話し終えた。

　そこで店員に注文してから、ミネラルウォーターを口にした。

「朱里。それ溺愛されてるから」

「ええっ!?　で、溺愛!?」

「そんなに驚くことかな。それなりに兆候はあったと思うんだけど」

「兆候って……、そんなのないから！」

「それは朱里が鈍いだけ……」

　兆候と言われましても私には所長が急に人が変わったとしか思えず、ただ、呆然としながら梨華の話を聞く。そもそも溺愛されているのとは違うように感じるのは自分だけだろうか？

　そんなことを考えながら梨華の顔をじっと覗き込むが、ピンとこない。

「鈍いって……本当にそんなのなかったし、鬼所長だったんだから」

「本当にこの子はわかってないな」

「だって、そんな……」

「ペットにして欲しいと言われてこれだけ溺愛してくるんだもん。絶対にあったはず」

　力説してくる梨華になにも言えずに呆気にとられる。そう言われたところで所長が鬼だったのは事実だし、そんな兆候があったとも気づかないだろう。

「でも、それはペットとしか思われてないから」

「じゃあ、なんで所長さんが朱里を口説くのよ」

「それはからかっているだけ……だと思う」

「呆れた。朱里は本当に超鈍い」

「鈍いだけじゃなくて、そこで超がつくの？」

　盛大にため息をつきながら話す梨華の言葉が胸に突き刺さる。自分ではちょっと鈍いくらいに思っていたのに……。

「でも、自分の気持ちに気づいただけでも進歩かもね」

「えっ……？」

　そこで三崎さんが私たちの席に近づいてくるとわかり、会話が途切れる。彼が絡んだとたんクールを装う梨華は、やはり素直じゃない。

　けれど、恋愛の面に関しては私よりも遥かに大人なのかもしれない。

「今日はふたりでなにを話してるの？」

「圭司には関係ない」

「梨華ちゃんは本当につれないなぁ。でも、そこがかわいいんだけど」

「オーナーはさっさと仕事をする」

　間近で見てきたカップルのやり取りに心が和む。だが、私の場合、明らかに手強い所長が相手だ。そんな手強い相手を前にすると、余計に自分の恋愛偏差値の低さにため息が出る。

「朱里ちゃんはいつもの元気がないね。悩みとかあるの？」

「あっ、いえ……そんなことは」

「デザートはフルーツと生クリームたっぷりのパンケーキにしてあげるから、元気をだして」

「ありがとうございます」

　どうやら三崎さんにも心配されていたようで、恥ずかしくてうつむく。そんなにわかりやすいのかと思う一方、気にかけてもらえることは素直にありがたい。

　それを言うなら梨華だって心配してくれているが、ちょっとだけ微妙な気持ちだ。

「朱里にだけずるい」

「梨華ちゃんには僕の愛をあげるから機嫌直して」

「いらないから！」

（本当に素直じゃないんだから……）

　人のことはずばっと言うくせに、自分のことになると素直になれない梨華に呆れながらふたりを見る。けれど自分の恋の行方だけが想像できずに、胸の中でもやもとしていた。

　所長に溺愛されているなんて、どうしても納得できないので思い悩む。すると、三崎さんが踵を返して厨房へと行く。

「梨華、いいの？　彼氏にあんなこと……」

「いまは朱里のことでしょ」

「わっ、私のことですか!?」

「とにかく、朱里は所長さんについていけばいいの。鈍いんだから」

「鈍いって言いすぎだからっ」

　そう言われると本当に自分が鈍いような気持ちになり、複雑な気分だった。そんな中で運ばれてきたサラダときのこの和風パスタを口にする。

「それはそうと……。朱里は所長さんのこと、どう思ってるの？」

「えっ？　わっ、私」

「そうよ。ペットになりたいって言うぐらいだから、好きなのよね？」

「うっ、うん……」

「だったら悩むことないと思う」

「そんなものなの？」

　あっけらかんと言い放つ梨華にそんなものなのかと思う。その理由は、彼女に恋人がいるせいなのだろうかと考える。

「それにしても朱里が恋ね……」

「って、こっちは困ってるのに……」

「いいじゃないの、ほら」

「素直になれない梨華に諭されるなんて悔しい……」

　ちょっと勝ち誇ったような笑みをこぼす梨華に悔しくなり、頬を膨らませる。

「私だってまだまだ恋愛に悩むことも多いし、朱里と同じだと思う」

「そうかなぁ……？」

「本当はこれでも精一杯。でも、それを圭司には見せたくないだけ」

　ぽつりとつぶやいた梨華の一言が胸に突き刺さる。そう思うのは同じように年上の男性に恋をしているからだろうか。

　悔しいのもあるが等身大の梨華を見られたことで、気持ちが楽になったのも事実だった。そのせいかちょっとだけ心の余裕が生まれてくる。

「梨華がそんなこと言うの、めずらしいね」

「お子様の朱里と恋愛トークができるから」

「なによ。お子様って……。もう」

　パスタとサラダを食しながら、たわいもない会話をする。親友ではあるが、それぞれの性格から悩みも違うのだと思えた。

　そんなことを考えながら食べ終えると、それを見計らったように、にこにことしながら三崎さんがデザートを運んでくる。

「今日はいつになく真剣に話してたね」

「……大事な話をしてたのよ」

　本音を漏らしたせいか、梨華は三崎さんの問いに少しだけ素直に答える。その様子が微笑ましく思えてくる。それはきっと梨華も同じなのだろうと内心で思い、結局はお互い様なのだと結論づけた。

　それにしても三崎さんは私のパンケーキにだけはトッピングをサービスするなんて言っていたのに、ふたつのパンケーキは同じようにフルーツと生クリームがたっぷりだ。それだけでも三崎さんが梨華を溺愛しているのは一目瞭然だ。

「あんなことを言っていたのに……。圭司のバカっ」

　顔を赤らめてつぶやく梨華は、なんだかんだ言っても恋する乙女だ。そんなことを考えていると、三崎さんも少し照れたような顔をしていた。

　こんなふたりを見ると溺愛とはわかりやすいようにも感じるのに、自分のことになるとまるでわからなくなってしまう。そこがなんとも言えず不思議でたまらない。

「じゃあ、僕はそろそろ行くからごゆっくり」

「圭司にしてはめずらしい……」

「たまには梨華ちゃんにいいところを見せないとね」

　いつもなら梨華に言われるまで離れようとしない三崎さんが、踵を返して去って行く。「大切にされてるんだね、梨華」

「それを言うなら朱里もね」

「だっ、だから……っ」

「言われてるほうは、めっちゃ恥ずかしくなるでしょ？」

「ううっ……」

　やっぱり梨華には、口では勝てそうにもないので歯がゆい。だが親友なので、言いたいことを遠慮なく言える。

　半ば強引に話を聞き出されるはめとなってしまったが、結局はそうしてくれた梨華に感謝をしながら食事を楽しんでいた。










　翌日、事務所に到着してエレベーターに乗り込む。が、どうしてここに所長がいるのかわからず頭を悩ませる。

　通常は三十分遅い出勤だし、所長がこの時間に来ていることはめったにない。しかも、緊急というわけでもない様子だった。

「おっ、おはようございます。今日は早いですね」

「この時間なら、朱里を口説き落とせると思ってな」

「なっ……！」

「今日はおまえが朝番の日だろう？　そんなことは把握済みだ」

　所長の言う通り、私は今日早番なので通常より早い出勤なのだ。まさかそのことを把握されているとは…。

　そんなことをぼんやりと考えていると、唇を塞がれて呆然とした。

「ん……ふぁ……」

　あの夜以来の二度目のキスに脚が震え、腰をしっかりと抱きかかえる。そもそもここは神聖なる職場だし、こんなことをされるのは絶対にありえない。

　甘く優しいくちづけに心の中でパニックを起こし、なにも考えられなくなる。

「今夜、おまえを抱くから覚悟しとけ」

「ふぇ？」

「口説くって言っただろう。その純情そうな表情かおはわかってなさそうだけど」

　耳元でささやかれた言葉に呆然としていると、再びくちづけられてわずかな隙間から舌を差し込まれた。

（なに、これ……!?）

　唇同士を重ねるだけかと思っていたのに、予想外すぎるキスに困惑する。けれど相手が所長だからなのか、身体がふわりと漂っている感覚がした。

　侵入してきた舌先に翻弄され、歯列をなぞって私の舌先までをゆっくりと誘い出す。初心者相手にこんなことをする所長はきっと、恋愛にも慣れているのかもしれない。

「そんなに蕩けた目を見せられたら、いますぐ朱里が欲しくなる」

「ひゃっん！」

　唇を寄せてきた所長が色気を含んだ甘い声でささやき、耳朶を甘噛みする。それに驚いて自分のものとは思えない甘い声が出る。

「いい子だな、朱里。キスだけでそんな声を出すのか？」

「へっ!?」

「おまえのかわいい啼き声がいまから楽しみだよ」

　混乱したままの私の髪を撫でてくるこの人は、本当に所長なのだろうか？　そう思ってしまうほど慌てふためく。

　そんな私を楽しそうに見つめる、所長のセクシーな視線に射抜かれ、心臓がうるさいほど跳ねてしまう。

　そこでエレベーターが停止し、抱きしめられていた腕がほどかれる。きっと真っ赤になっているだろう顔を所長には見られたくなかった。

「俺のペットになったんだ。逃げられないよな」

「えっ……？　はっ、はい……」

「なにも知らなかったことは褒めてやる」

「…………」

　その言葉がなにを差しているのかに嫌でも気づいたとたん、身体が熱く火照り戦慄いてしまう。

（キスの先にあるものって、つまりえっちってことだよね……？）

　大学生の頃に友達から乙女系小説を借りて読んだことがあり、その内容を思い出して急に不安に襲われる。そもそも恋人同士がすることだと言いたいが、それを言ったところでもう遅いのだろう。

　急激に冷えた頭でその結論に達すると、それが答えだと教えるかのように所長が妖艶に微笑む。

　悪魔のように美しく、獣のように口説いてくる所長に鼓動が高鳴り、目が離せなくなる。

「やっと理解できたか？　これであの夜の答えもわかるはずだ」

「えっ……？」

「おまえを口説き落としたくて、あの店に連れてった理由をな」

　所長は私の耳元にその一言だけを残すと、なにごともなかったかのように踵を返して去って行く。その背中を見つめることしかできず、ただ立ち尽くす。

（嘘、でしょ……）

　誰でもいいからこの状況を嘘だと言って欲しい。私はそう願うことしかできなかった。










（どうしていきなりこんなことに……）

　解放された私は事務所に到着し、拭き掃除をする。いまになってあの夜の理由を教えられたところでなにがなんだかわからない。

　所長の言うことが本当ならば、梨華が言っていたようになんらかの兆候があったのかもしれない。けれど恋愛とは無縁だった私にわかるはずもなく、途方に暮れる。

（所長に好きだって言われたわけじゃないし……難しいよっ！）

　ただでさえ初めての恋だというのに、答えがわかったとしても、所長は次から次へと難題をぶつけてくる。そのせいで、余計に自分の気持ちを整理できずに思い悩んでいると、美羽先輩が事務所に入って来た。

「おはよう、朱里。今日は早いのね」

「おはようございます。美羽先輩」

「朝早いと大変よね……お疲れ様」

　ちょっと心配そうに私を見ている美羽先輩に小さく笑ってみる。いつまでも所長のことばかり考えていられないし、いくら考えても答えが出ないのは明白だろう。

「それはそうと。所長も早かったみたいだし、やっぱり大変みたいよね」

　かなり心臓に悪い状況だが、それを悟られるわけにもいかないので相づちを打つ。そこでほかの所員たちも所長がすでに出勤していることで、仕事が忙しいのだと話していた。

（やっぱり、そう思うのが普通だよね……）

　真実を知らなければ尊敬できたのにと内心で思案し、ため息をつく。そこで出勤してきた誉田先生が私たちのところへと来る。

「おはようございます、誉田先生」

「三井ちゃん、今朝は所長とふたりきりだったの？」

　挨拶もそこそこにいきなり誉田先生からそんなことを聞かれて、少し驚く。ちょっとした騒ぎになっているのだからしかたがないとは言え、答えにつまってしまう。

「はい、今朝は早く出勤されたようで」

「僕も早く来ればよかった」

「なにを言ってるんですか!?　誉田先生」

　いつものように軽口をいってくる誉田先生を、美羽先輩がたしなめる。けれど私からすれば、誉田先生に早く来てもらいたかった。

　そうすればあんなことにはならなかったのにと思えてならない。好きな人とふたりきりになりたくないわけじゃないけれど……。

「所長に睨まれたくないけど、こんなかわいい子とふたりきりになりたいでしょ」

「だから先生には彼女ができないんですよ」

「痛いところをついてくるね。吉川ちゃんは」

　漫才のようなふたりの会話を耳にしながら、所長が事務所に入ってきただけで鼓動がドキリと跳ねてしまう。

「あーあ、僕、完全に失恋したっぽい」

「そうみたいだから、ほかの子を探したらいいのに」

「え？」

「朱里はわからなくていいの」

　笑いながらそんなことを口にする美羽先輩の様子で子供扱いをされているとわかり、ちょっと複雑になる。が、いまの私にはそれを考えている余裕はない。

「そろそろ、所長のところに行ったほうがいいよ」

「え？　はい……」

「今日もがんばってきなさいな」

　美羽先輩に背中を押されるけれど、やっぱりふたりきりになるのはちょっと怖い。けれど仕事だと考えると行かなければならない。

　そんな気持ちを言えるわけがなく、先輩たちに見送られて仕事をするしかなかった。










　生きた心地がしないまま終業時間を迎え、所長に連れられてホテルのレストランに行く。食事をするまではあの夜と同じだが、ただひとつ違うことは所長がすでにワインを飲んでいるという事実だった。

　この状況で食事が終わったら送ってくれるなんてことは考えにくいので、自然と脳裏に朝の宣言が思い浮かぶ。って、自分がはしたない女になったようで恥ずかしい。

「この前は、朱里を送ってやるから酒は飲まなかったけどな……」

「…………」

　意味深なことをつぶやく所長に、なにも言えず黙り込む。明らかに誘いかけてくる視線の意味に気づかないままでいたいけれど、恋心がそれを許してくれそうになかった。

「やっと意味を自覚したのか……俺の子猫は本当に鈍いな」

「子猫って……っ」

「朱里は俺のペットだろう……。おまえが志願したんだしな」

「それは……」

　たしかにペットになりたいと言ったせいでこんな状況になったのだから、所長の言うとおりだ。けれど、いまさらながらなかったことにはしたくないと思うのは、所長が好きだからだと気づいていた。

　窓一面に輝く夜景を見ながら気持ちを落ちつかせようとしても、色気のあるその瞳と視線が合う度に心臓が早鐘を打つ。そんな自分を宥めたくて、白い壁紙で統一された空間に吊されたシャンデリアに視線を移す。

「朱里は仕事でも俺の補佐をしっかりできるようになってきたな」

「私が……ですか？」

「そんなに驚くことはないだろう。おまえがパラリーガルとして成長している証拠だ」

　驚くことはないと言われても、自分では褒められている理由すらもわからない。そう思うのに、所長から褒められるだけでドキドキしてしまう。

「おまえは部下としてよくやってくれている」

「あっ……、ありがとうございます」

　こんなふうに褒められるのは恥ずかしい。けれど、所長はいつになく真剣な瞳をしていたので本気で言われていることに気づいた。

　仕事に対しては厳しい所長だからこそ、純粋に嬉しくなってしまう。

「でも、いまは……、部下としておまえを見るのはここまでだ」

「しょ……ちょ……？」

「さんざん教えてやったもんな。その意味を……」

　悪戯っぽく笑いながらワイングラスを傾けた美貌の男性が、どうして私相手にこんなことを言うのだろう。所長ならばいくらでも綺麗な女性を相手にできるはずなのに。

　普通に考えてもこんな状況はありえないと思うのは私だけでしょうか？　そんなことを考えていると男性店員が肉料理を運んでくる。

　おいしそうなステーキの上に色とりどりの野菜が宝石のようにちりばめられており、食欲をそそられる。

「ちゃんと食っとけよ。お姫様」

「……え!?」

　空耳でなければお姫様とか言われたような気がするが、ここで突っ込める雰囲気でもないので聞き流すしかない。なのに心臓が壊れそうなほど高鳴ってしまうので、それを悟られないように食事をする。

　お肉の旨みが口の中に広がりほどよく蕩けていく。なのに、所長の視線を感じると、料理を味わう為の集中力が離散しそうになる。

（こんなのずるいよ……）

　恋愛経験がないせいで、所長の一言一言に胸がときめいている私がいる。そのことを強く思わされたまま、どうすることもできないでいた。










　食事を終え、レストランからホテルの部屋へ移動する。そして鍵をかけると同時に、唇をキスで塞がれる。

「ん……っ」

　とまどうことしかできずに激しいくちづけを受け止める。卑猥な舌先に蹂躙され、私の脚が震えていた。

「そんなかわいい目をされたら、俺のほうがやばい」

「あっ……んっ……」

「言ってるそばから挑発するなんて、悪い姫だ」

「そんなことしてません」

　それをいうなら私のほうが絶対に翻弄されていると思うのに、もう一度くちづけられてなにも考えられなかった。舌先を絡ませるたびに甘く淫らに誘われて、腰に力が入らなくなる。

「キスだけで腰が砕けるなんて、いやらしい子だな」

「ちっ、違いま……」

　言葉が言い終わらないうちに私の身体が宙に浮いていることに気づき、いつのまにかお姫様抱っこをされている。目と鼻の先にある所長の眉目秀麗な美しい顔立ちに、鼓動が高鳴りっぱなしだった。

「おっ、降ろしてくださいっ！」

「朱里は俺に甘やかされていればいいんだ」

「そんなの無理です」

「初めてからひどくされたいなんて、どれだけいやらしい処女なんだ」

　なんで私が処女だとわかるのだろうかと首を傾げるが、同時に所長は大人の男性なのだと強く感じる。私を軽々と持ち上げてしまう、筋肉質の美しい体躯もなにもかもが私とは違う。

　とてもかないそうにない相手だとわかっている。だからこそどうしていいのかわからなくなる。

「なっ、なんで私が……ってわかるんですか？」

「ずっとおまえを見てきたんだ。そのぐらいわかる。それともこの身体を誰に抱かせたんだ？」

「……って、誰にも抱かせてないし、はじめてですからっ」

　どうしてこんな宣言をしなければならないのかと疑問でしかない。だが、あからさまに機嫌が悪いせいで追い込まれ、本当のことを話すしかなかった。

「まったく、どこまでかわいいんだよ。朱里」

「かっ、かわいくなんかありません」

「キスもはじめてだったんだろう」

「……はい」

　真顔でそんなことを言われてしまえば肯定するしかなく、小さく頷く。この状況で見栄を張っても、すぐに嘘はばれてしまうのは明白だ。

　それ以上に好きな人でなければ、こんなことをできるはずがない。そう思ったところで高級感が漂っているリビングを通り抜け、寝室に到着する。

「そんなに震えて緊張してるのか？」

「だって、その……」

　怖い……。その一言を言えるはずがなく、ためらいで言葉を飲み込む。

　いまにも泣き出してしまいそうなほどの不安が押し寄せてきて、ぎゅっと目を閉じる。と、いつのまにか私を組み敷いた所長が額にくちづけをしてきた。

「俺にすべて預けていれば怖くない」

「しょちょ……？」

「こんな時ぐらい所長はないだろう」

　優しい声音が耳に落ちた瞬間、おそるおそる目を開き真上にある所長を見る。大人の余裕に満ちた精悍なその瞳に囚われていた。

（美しすぎるんですけど……）

　男の人がこんなにも美しいなんて知らなかった。それも毎日のように顔をあわせていたはずの所長なのに、私はそのすべてに吸い寄せられてキスを受け止める。

　舌先をゆっくり絡ませた獰猛なくちづけに翻弄されながら、所長を感じるたびに甘く蕩かされていく。

「んっ……あっ……」

　自分のものとは思えないような掠れた声とじれるようななにかに、身体がびくりとわななき身を竦ませる。羞恥心と恐怖が混じった感覚に襲われ、どうしていいのかわからなかった。

「ちゃんとキスに反応するようになったな、朱里」

「ひゃっ……耳元でしゃべらないで」

「感度がよくて教え甲斐のある身体だ」

　所長の長い指が首筋をなぞるだけで全身が甘い痺れに襲われる。その瞬間、ブラウスに手をかけられ、あっと言う間にはだけてしまう。

　下着だけの姿なんて男性に見せたことがない。それなのに所長の目に素肌がさらされる。
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「やっ……」

　あまりの恥ずかしさに身を隠そうとするが、所長の手に阻まれてしまう。

「やっ、じゃないだろう。これからおまえを裸にするんだ」

「はっ、恥ずかしいからっ」

「このぐらいで恥ずかしがるなよ」

「だって……」

　耳朶を甘噛みされながら、そんなことを言われたって恥ずかしいに決まっている。なのに所長はあっさりブラのホックを外してしまう。

「だめ……っ」

　羞恥に打ち震えて涙目になるのに、身につけるものを奪われた乳房が外気に触れる。卑猥な視線が胸を凝視しているのを感じ、脚が小刻みに震えた。

「綺麗な乳房だな。乳首の色もかわいらしいピンクだ」

「……見ちゃだめです」

「朱里の綺麗な身体は、俺に見せるためにあるんだろう？」

「そんなこと……」

　ぶるぶると首を横に振ってみるが許してもらえるどころか、大きな手で胸を包みこまれる。

「あっ……だめっ」

「おまえはどこもかしこも柔らかいな」

「所長……」

「俺の手に吸い付いてくるような、触っていたくなる肌だ」

　揉みしだかれている乳房から疼くように甘いなにかが迸る。まるで全身を優しく責められているような未知の感覚に蕩かされてしまいそうだった。

　大胆で卑猥な指がなだらかな丘を登り、頂きまでたどりついたところでじらすように掠めてくる。もどかしくてたまらない気持ちになってしまうが、口に出せなかった。

「朱里は乳首を触られるのが気持ちいいのか？」

「ちがっ……」

「違うなんて嘘だろう？　こんなにかわいい顔をして」

「あっ……ふぁ……」

「もっと気持ちよくしてやるから、おまえはただ感じてろ」

　所長はその一言を呟くと、私の胸元に顔を埋めてペロリと舌を這わせる。

「しょちょ！」

「もう少し色っぽく、俺を名前で呼んでみろ」

「そんなの無理です……」

「まぁ、そのうち呼べるようにしてやればいいな」

「ふぁ……」

　胸の尖端を口の中に含まれ、淫らな赤い舌でちろちろと転がされる。身体中から沸き上がる愉悦に支配されながら、脚に力を入れることしかできない。

　そんな中で所長を名前で呼ぶなんて考えられるはずもなく、気づくと乳頭を指でこすられていた。

「おまえのここは甘いな……気に入った」

「気に入ったって、そんな……」

「こんなにいやらしい身体に、男が夢中にならないわけがない」

「ちがっ……ああっ……」

　否定したくても次から次へとあふれてくる甘く蕩けるような快感に蹂躙され、言葉を紡げない。胸を触られているだけなのに、こんなに感じるのはどうしてなのかわからなくなる。

　ただ所長だけを感じていられるこの状況に、身を委ねることしかできなかった。

「こっちも脱がすぞ、朱里」

「やっ……」

　乳首を指でこね回されながらスカートとショーツを脱がされてしまい、私の身体を纏っていたすべてが剥ぎ取られてしまう。一糸纏わぬあられもない身体は獰猛なまなざしにさらされ、羞恥心で火照り出す。

「おまえは全部がかわいいんだな」

「ふぇ……？」

「こんなにいやらしいなんて思わなかったぞ、朱里」

　そう言いながら顔を近づけてきた所長が、私の額にくちづけてくる。それだけで息が止まってしまいそうなほど乙女心が揺れる。

　こんなに優しいキスをしてくれる理由なんてわからない。けれど、所長だからこそこんな気持ちになるのだろう。

「いまにも泣きそうな顔で俺を見つめて、処女のくせに男を誘うのが上手いな」

「そんなつもりは……」

「間違っても、俺以外の男の前でそのかわいい顔を見せるなよ」

　舌で耳のかたちをなぞりながら胸を揉みしだかれ、心も身体も蕩かされていく。首筋にちくりとした痛みに驚いたところで、所長の手が下腹部をめがけて淫らな指を滑らせる。

「所長、そこはだめ……です」

「朱里はだめが多いな。でも、ここを触らないと気持ちよくしてやれないだろう」

「だって、その……」

　自分でもあまり触れたことのない場所のせいか、ためらう。私のそんな気持ちもつゆ知らず、所長の指が秘めやかな場所をなぞっていく。

「やっ……」

「嫌じゃないだろう？　こんなに濡らしているのに」

「恥ずかし……」

「おまえの恥じらう顔にそそられるよ。朱里」

　くちゅりとした淫猥な水音が奏でて、徐々に押し入ってくる指先が秘部を圧迫し、痛みに戦く。なのに、それだけではない感覚が私の肢体を蹂躙していた。

　怖いのにもっと触れて欲しい――。そんなはしたない気持ちすら生まれている。

「ふぁ……あっ……」

「蕩けたような顔をして、気持ちいいのか？」

「わかん……なっ……」

　身体がふわりと浮いてしまいそうな心地よさに思考までが蕩けていく。所長のなにもかもが甘い毒のようにじわじわと責め立てられ、小さな秘粒を捉えられた。

　卑猥すぎる指の動きにじれるような焦熱を覚え、身体が淫らに変化していく。そんな自分が恥ずかしくて脚をもじつかせた瞬間、腰を抱きかかえられる。

「こんなにかわいい反応して。いい子だ」

「あっ……はっ……」

「もっと気持ちよくしてやらなきゃいけないな」

　耳元でささやいた甘い声に痺れた瞬間、所長の舌先が肌を滑らせてくる。どこもかしこも感じてしまう身体は、もはや自分では制御できなかった。

「こんなの……だめなのに……」

「なにがだめなんだ？　俺の姫は」

「だって、そんなところ……」

「だめも嫌も聞いてやらない。朱里はされるがまま感じていろ」

　私の言葉すら聞いてくれないまま、身体中を嬲る舌が下腹部に到達し、花芯をなぞってくる。信じられない行動に脚ががくがくとわななき、必死でそこから離そうと試みる。

「本当にそこは……汚いからっ」

「朱里に汚いところはないし、こんな綺麗なものなら味見したくなる」

「やっ……んっ……」

「そんなかわいい声で嫌がっても、もっといじめたくなるだけだ」

　息があたっただけでも感じてしまうのに、舌がじれったい動きで花芽をなぞる。それだけで肢体がビクビクと跳ね、未知の快感が全身を駆け巡っていく。

　熱く蕩けそうな身体からくちゅりとはしたない水音があふれ、信じられないほど淫らな身体に変化した。

「朱里のいやらしい蜜があふれてきたぞ」

「ちがっ……」

「違うならどうして俺の指が濡れているんだ？」

「しっ、知りません……」

　いじわるげに顔を歪ませた所長が、濡れて光る指を見せつけて自分の口の中に入れる。信じられない光景なのに、その姿があまりにも色っぽくて息を飲む。

　私の知らなかった所長がここにいると感じたその瞬間、彼は私の身体を離して服を脱ぎ捨てた。逞しすぎるその美しい身体に見惚れ、私の身体が硬直したように動かない。

　まるで悪魔に魅入られてしまったかのような錯覚に震えながら、その腕の中に閉じ込められてしまう。

「これだけ濡れたらもっと奥まで掻き回してやれるな」

「えっ、その……」

「大丈夫だ。朱里はなにも怖がらなくていい」

　その言葉とともに触れるだけのくちづけをされ、恐怖と快楽がごちゃまぜになった心が溶かされていく。こんないやらしい状況なのに、どうしてせつないほど胸が締めつけられるのかわからなかった。

　何度も角度を変えて甘くくちづけられ、蜜で濡れた場所に逞しいものを押しつけられる。それがなにかすぐに気づき、はじめて男性を受け入れる恐怖に身が竦む。

「わかるか？　朱里のせいでこんなになっちまったって」

「……わか、りません……」

「俺のものが痛いほどそそり勃っているんだ。わかるだろう」

　本当はわかっていてもそんなことを口にできるはずもなく、首を横に振る。その瞬間、熱杭が蜜壺の中に侵入し、ピリッとした痛みに打ち震えた。

「痛いなら俺にしがみついていろ」

「はい……」

　やっとの思いでその一言を告げ、所長の顔を覗き込む。

「そんな瞳で俺を見るな。いまはやばい」

「えっ……？」

「おまえを傷つけたくないんだ。このまま俺の欲望に任せたくない」

　ゆっくりと挿入はいってきた熱の塊が私のナカを慣らすように、静かに波打つ。所長の欲望がどんなものかもわからないが、とても大切にされていると感じる。

　そう思うのは私だけだとしても、この瞬間は所長に包まれていたいと思った。

「こうしているだけでも気持ちいいな。おまえのナカは」

「んっ……」

「朱里はなにもかもがかわいくてたまらないな」

「しょちょ……」

　何度もキスをしながらあやすように耳元で甘くささやきかける。その言葉に安心して身を委ねはじめると痛みさえも和らいでいく。

「んっ……」

　律動した熱杭に反応してはしたない声を上げたと同時に所長を見上げる。こんなときに少年のように屈託のない笑みを見せるなんてずるい。

「もう動いても大丈夫そうだな」

「っ……？」

「痛かったら我慢するなよ」

　優しい声が耳元をくすぐった瞬間、所長の腰が少しずつ動きはじめる。狭い隘路を蹂躙している肉茎に翻弄され、私の身体がおかしくなってしまいそうだった。

　まるで夢見心地のふわりとした波に漂いはじめ、所長のたくましい身体に抱きつく。

　激しく揺さぶられながらくちづけられる度、所長を強く感じて涙がこぼれる。好きな人に抱かれている事実に舞い上がってしまう。

「あっ……はぁ……」

「もっと俺を感じろ、朱里」

「ふぁ……んっ」

「かわいすぎて俺もおかしくなっちまいそうだ」

　何度も襲ってくる甘い官能の波にさらわれながら蜜路を突き上げられて、甘く蕩かされていく。汗の滲んだ乳房を弄ばれながら意識が遠のいていた。

「朱里……」

　私を呼ぶ所長の声が遠くに聞こえた瞬間、頭が真っ白になる。なにもかもはじめての夜、私は所長に身を預けることしかできなかった。

















５












　所長に抱かれた翌日、自分のベッドで目を覚ました私は鈍い痛みが全身に広がり、なかなか起き上がれなかった。

（私、所長とあんなことを……）

　思い出すだけで恥ずかしくてたまらない――が、寂しいと思うのは好きだと言われていないからだろうか。現実を考えればため息をつきたくなる。

　そこで壁にかかった時計を見上げ、出勤時刻が迫っていることに気づく。仕事に行く準備をしなければならず、現実の厳しさに直面した。

「……今日もがんばらなくちゃ」

　自分に鞭を打つかのようにその一言を呟き、カーテンを開ける。朝陽がまぶしいぐらいに穏やかに晴れた空を見上げてため息をつく。

（どんな顔をして所長に会えばいいんだろう……）

　いまの状況についていけない私は、そのことを考えるだけでも憂鬱になってしまう。そもそも、恥ずかしいけれど恋というものがよくわかっていない。

　こんなことになるなら、もっと恋愛の知識を身につけておけばよかったと後悔した。

「でも、私のままでもいいのかな……」

　ふとそんな考えが思い浮かび、冷静になる。いくら考えても私は私でしかないと結論づけるしかなかった。










　気を引き締めて出勤したのもつかの間。なぜかエレベーターの中で所長に抱きしめられていた。

　なんでこんな状況になっているのかわからない。けれど昨夜の記憶も混じり、ドキドキしたままだった。

「所長、事務所でこんなことをして、もし誰かに見つかったら」

「今日は俺が事務所に帰れないから、いまだけでも朱里を抱きしめてもいいだろう」

「よっ、よくないですし、それに……」

「ほかの人間に知られてもかまわないし、むしろ、朱里は俺のものだと宣言したいくらいだ」

　所長のあからさまな発言に鼓動が跳ね、冷静になろうとしてもますます心臓が早鐘を打つ。こんな状況で仕事をしなければならない状況に困り果てる。

「困ります……。だって、こんなことをされたら私……」

「こんなことをされたらどうなるんだ」

「いっ、いじわるです……」

　くすくすと笑いながら、大人の余裕を見せてくる所長に翻弄される。いじわるだって思っていたけれど、こんな反応を返されたらどうしていいかわからない。

　それよりも所長相手にこんなことを言うのは、どうなんだろうと考えてしまうぐらいだ。

「すっ、すみません。私っ」

「なにを謝ってるんだ」

「いじわるなんて言ってしまったから……」

　いくら本当のことだとしても失礼にあたらないかと気が気でならない。そんなことを考えてうつむくと、額を指で弾かれる。

　ちょっと痛くておでこを手でなぞると、その手をつかまれて患部にくちづけられた。

「バカか……。そんなことは気にしなくてもいい」

「え？」

「そんなかわいく言われて怒る男はいないし、朱里はもっと俺に甘えていればいい」

「なっ……！」

　あまりの驚きで変な言葉が出てしまったが、本当にこれでいいのかと思い悩む。

「なんにもわかってないのか。やっぱり」

「そりゃそうですよ。だって、恋なんて初めてのことですし」

「ふーん、俺が初恋の相手なんだな」

　いじわるげな所長の言葉に、またしても心の声が出てしまったのだと気づき、愕然とする。そもそもここに至るまでの展開も私が不意に放った一言のせいだというのに、学習能力がなさすぎるだろう。

「朱里は本当に素直でいい子だな」

「素直とかいい子とか……ペットみたいじゃないですかっ!?」

「おまえは俺のペットだろう。ちゃんと自覚しろ」

「……っ」

　やっぱりペット扱いをされているのだと思う一方で、ペットとしてでも所長のそばにいたいと思う自分がいる。そんな感情に呆れ果てていると、いつのまにかキスをされている。

　これだけで全部許してしまえるのは、やっぱり所長が好きだからだと認めるしかない。

「俺がいなくてもいい子で待ってろよ。ご褒美をくれてやるから」

「ご褒美……ですか」

「おまえの大好きなことをたっぷりしてやる」

「ふぇ!?」

（私の大好きなことってなんなんですか!?）

　心の中で叫ぶが、これこそ口に出してはいけない気がするのはなぜだろう。そして、私の中で所長のイメージが変わってきている。

　鬼のように怖い弁護士先生だと思っていたし、実際、私にも厳しかった。それなのに、私とふたりきりになると、甘やかされているように思うのはどうしてなのだろう。

　疑問が頭を掠めたところでエレベーターが停止し、抱きしめられていた腕がほどかれる。その瞬間はちょっと寂しいと思う。

　そんな気持ちを窘め、去って行く所長の背中を見送った。










　エレベーターから降りて、周囲に誰もいないことを確認した私はほっと胸を撫で下ろす。心を落ちつかせようと必死だったのに、所長は簡単に壊してきて、さらにドキドキさせてくる。

　いまさらながら、手に負えない相手に恋をしてしまったと思い知らされてしまう。けれどそんなところですらいまは愛しい。

　結局、恋は好きになったほうが負けだということを身を持って知ってしまったようだ。

　事務所に到着すると、美羽先輩と女性の声が聞こえてきた。

「小早川は出先にいまして、夕方にならないとこちらには戻りません」

「私は隆晃さんの婚約者なの。だから行き先を教えてもいいでしょ」

（え……？　隆晃さんって、所長のことだよね）

　耳を疑いたくなるような女性の声に、ただ驚きと戸惑いしか感じられない。所長に婚約者がいただなんてそんなことを聞かされても、うまく状況が飲み込めなかった。

　なにが起こっているのかすらもわからない。そこで事務所から出てきた綺麗な女性と目が合った。

「あら、あなたもここの事務員なの？」

「……はい」

「なら、隆晃さんの居場所を知っているのよね」

「それはお答えできません」

　私の答えに、不快感を露わにした彼女の機嫌はかなり悪そうだった。けれど、知っていても行き先を教えるわけにもいかない。

「私は彼の婚約者なのよ。普通は教えても当然じゃない」

「……申し訳ありません」

「隆晃さんの未来の妻に向かってなんなのよ。ここの事務員は」

　私の対応に納得していないのか、彼女はかなり怒っているようだった。けれど、所長に婚約者がいる話は聞いていない。

　万が一、それを聞いていたら所長とあんな関係にはならなかった。そう思ったとたん、胸がずきずきと痛み出す。

「まぁいいわ。あなたたちじゃ相手にならないから」

　彼女はその一言だけを告げると、踵を返して去って行く。その様子に一礼をして見送るが、いまにも涙がこぼれそうだった。

　もしも所長に婚約者がいたと知っていたら、好きにはならなかった。そう思ったところで遅すぎる。

　ハイヒールの踵を鳴らしながら去って行く彼女の姿に、私はしばらく動けなかった。






　我に返ってなんとか事務所に行くと、所員たちが所長の婚約者についての話をしていた。彼女があれだけ大騒ぎしていたのだから、話題にならないはずがなかった。

「所長が結婚なんて話は聞いてなくておどろいたぜ」

「俺も聞いたことがないけど、相手がすごすぎるよな」

　聞きたくもない話だが私の耳に入ってきたのは、彼女は日本有数の資産家である財閥の令嬢だと言うことだった。

　そんな人が婚約者ならば、間違いなく庶民の私には太刀打ちのできない相手だろう。なのに、ほんの数分前に触れた所長のぬくもりが身体中に残っていた。

「あか……朱里？」

　私を呼ぶ声が聞こえ、咄嗟に顔をあげると美羽先輩が心配そうにこちらを見ている。先輩には心配ばかりかけている、自分が不甲斐ない。

「すみません。ちょっと考え事をしてました」

「なんだか顔色がよくないけど、無理しないで」

「……申し訳ありません」

　こんな状況では一人前のパラリーガルになるなんて夢のまた夢だし、所長に恋をしてからはそれどころではなかったような気がする。結局はひとりで舞い上がっていただけなのだと思い知らされた。

「それにしても、所長があんなお嬢様と婚約してたなんて……」

「私も知りませんでした」

「弁護士のことをなにもわかってないのに婚約者とか言い張って、本当になにを考えてるのよ」

　彼女に対して憤っている様子の美羽先輩が、不機嫌そうに呟く。たしかに美人だったし家柄も申し分ないと思う。けれどあの様子からは、弁護士という仕事を理解していないようだった。

「そもそも所長に婚約者がいる話なんて誰も聞いてないようだから、判断できないけど」

「…………」

「真相がわからないうちは、私たちがとやかく憶測をするのもよくないわね」

　ため息をつきながらつぶやいた美羽先輩の言葉が胸に突き刺さり、真相なんか聞きたくないと思ってしまう。どんな事情があったとしても、私のはじめての恋は失恋で終わるのは目に見えている。

　でも、それを考えるだけで想像以上に胸が苦しくてたまらなかった。










　午後になっても所長が戻ってくることもなく、悶々としたまま仕事をするしかなかった。自分の机でパソコン画面に向かっているのに、身が入らない。

　所長に婚約者がいるのは、その女性が事務所に来たのだから疑いようもない。けれど昨夜のことを思い出すだけで胸が激しく痛み、苦しくてたまらなかった。

「朱里……、まだ仕事が終わらないの？」

「え？」

「そろそろ終業時間になるから」

「あっ、そんな時間……」

　美羽先輩の言葉であと少しで終業時間を迎えることを知る。けれど、どうしてなのか帰りたい気持ちが起きない。

　所長の顔を見たところでつらいだけだろうとわかっているのに、まるで身体が動くのを拒否しているかのようだった。

「この仕事を今日中に終わらせたいので、残業してもいいですか？」

「それはいいと思うけど……」

「ありがとうございます」

　本当は残業するほど仕事が残っているわけではない。だからこそ美羽先輩も困っていたのだろう。その一方で、待っていたところでどうにもならないともわかっていた。










　なにがしたいのか自分自身ですらもわからない状況。ひとまず、こうすることしか思いつかずに所員たちが帰っていく姿を見届ける。

　美羽先輩は最後の最後まで私を気にしている様子だったが、いまさっき帰って行った。

「私も帰らないといけないんだけどね……」

　誰もいなくなった事務所でその一言をつぶやくと、堪えていた涙が頬にこぼれ落ちる。ずっと泣かないようにしてきたのに、一度堰を切った雫は止まってはくれなかった。

　少し考えたら住む世界が違う人だとわかっていたはずなのに……。いまごろ現実に戻されるぐらいなら、昨日のことはなかったことにしたい。そう思っていても、ほんのわずかなぬくもりが身体中に残っていた。

　もう思い出すだけでもいけないことならば、忘れなければならないのに……。そう思って立ち上がろうとしたその時、所長がそこにいることに気がついた。

「あっ……。私、残業をしてて……」

　どうしてこんなときに所長が帰ってくるのかわからず、泣いていたことに気づかれないようにうつむく。その瞬間、私の身体は力強い腕の中に抱きしめられていた。

「なにがあったんだ？　朱里」

「え!?　それは……」

　彼女のことを話そうかと迷ったが、ずきりと胸が痛み言葉にならない。

「どうした？」

「な……、なんでもありません」

　真実を聞くのが怖くてとても口に出せそうにない。それよりもこのまま抱きしめられていてはいけないのに離れられないことが悔しかった。

「でも、俺を待ってたんだよな」

「ちっ、違いますっ。今日中の仕事が終わらなかっただけです」

　少しからかうような所長の口調が愛しくて、この思いをあきらめることなんて無理だと思う。

　――婚約者がいるのに抱きしめてくる所長にも問題がある。けれど、彼女が来たことを言えない私のほうがずるい。

　いまにも胸が張り裂けそうになる。が、どうしてもこの腕を振りほどけなかった。

「それよりも、所長だって今日は帰れないって……」

「俺も用事があって戻ってきただけだ」

「そうだったのですね……」

「吉川から話を聞いたのもあったしな」

　耳元に聞こえる小さな呟きで、所長が私を心配して戻ってきたのだと気づく。ずるいぐらいの優しさを見せつけられて、どうしていいのかわからなくなった。

　美羽先輩から私が事務所に残っていることを聞いたのなら、彼女が事務所に来たことも知っているのだろう。なのに所長はどうしてその話を切り出そうとしないのか、その理由すらわからなかった。










　彼女が事務所を訪ねて来た日から数日が経つ。所長の婚約の噂も鳴りを潜め、まるでなにもなかったかのように落ちついている。

　所長がなにも言わせないオーラを纏っているのかもしれないが、私にとっては都合がよかった。

「所長、頼まれていた資料をお持ちしました」

「いつもありがとうな、朱里……。このままずっと俺の補佐にしたくなる」

「そっ、そんなこと……」

　最近は出かけることも多くなったので、ふたりで仕事をする機会が少なくなった。そのためか、いまのこの距離がもどかしくてたまらない。

　……そんなことを考えていると、廊下から騒がしい声が聞こえてきた。

「困ります。所長から誰も通すなと言われております」

「私は隆晃さんの婚約者なのよ」

　美羽先輩と女性の金切り声が聞こえ、すぐに所長の婚約者が来たのだとわかる。こんなところを見られたら、きっと誤解されてしまうだろうとそう思ったのもつかの間、所長はすぐにドアの方向へと歩みを進めた。

「あっ、やっぱりいらしたのね。隆晃さん」

「婚約はすでにお断りしたはずです。さゆみさん」

（えっ……？　この人は婚約者じゃないの？）

　所長の冷ややかな声にびくりと身が竦むものの、さゆみさんに告げた言葉に驚く。彼女は婚約者ではなかったのだろうかとわけがわからなくなる。

「好きな女性がいるだけでは納得ができませんわ」

「私はあなたに一ミリも興味がありません」

「なっ、私は藤宮ふじみや財閥のひとり娘ですわ」

「あなたのプライドを逆撫でするようですが、私はあなたの家柄にも興味がありません」

　所長とさゆみさんが言い争っている声を聞く。この間彼女から聞かされた様子とはかなり違う。

　それは美羽先輩も同じだったらしく、その表情は困惑している様子だった。

「勝手に婚約破棄をしておいて、よくも私の顔に泥を塗ったわね」

「とにかく、私はあなたとの婚約はお断りします」

「絶対にこのままでは許さないから……」

　心底迷惑だというように顔をしかめている所長は、さゆみさんの顔を見ることもなく席に着く。その様子を呆然と眺めることしかできずにいると、鬼の形相をした彼女が乱暴にドアを閉めた。

「そういうことだ。以降、彼女が来ても追い返してかまわない」

「わかりました……」

「吉川にも迷惑をかけてすまなかった」

　さゆみさんが去っていき、静けさを取り戻した部屋で所長は美羽先輩にその一言を告げる。そこで先輩が一礼をして部屋を後にした。

　なにが起こっているのか理解できていないのは、きっと私だけなのかもしれない。

「朱里も、あの女が言ってることは真に受けなくていい」

「え……？」

　所長がなにを言おうとしているのかわからずに顔を上げると、優しげな表情をして私の頭を撫でる。さっきまでの冷たい声音とは違う甘さを含んだ話し方に、胸がぎゅっと高鳴った。

　けれど、所長には好きな女性がいる。そのことは事実だった。

「それより、この資料を事務所に届けてくれ」

「は……、はい」

　書類を手渡されて、その長い指が私の手を包みこむ。それだけで鼓動が跳ねる。こんな状況なのに、もどかしさを抱えたまま踵を返すしかなかった。










　所長室を後にした私はエレベーターで一階に行く。と、そこには所長室を飛び出して帰っていったはずのさゆみさんが、イライラとした様子で玄関前にいた。

　彼女がなぜここにいるのかわからないが、所長に「あの女が言ってることは真に受けなくていい」と言われた以上さゆみさんと話すこともないだろう。しかし、彼女は私を睨みつけたままだった。

「ちょっと、やっぱりあなたが隆晃さんの恋人だったのね」

「ちっ、違います」

「嘘よ。デートしていたことは探偵に調べさせてあるのよ」

「えっ……？」

　私を睨みつけたままとんでもないことを言い出したさゆみさんは、勝ち誇ったようにそんなことを言う。社長に対しての執着を感じ、胸が痛くなった。

「隆晃さんと別れてよ。そうすればあの人は私との婚約を考え直してくれるわ」

「別れるって、そんなことを言われても……」

「別れないなら、こっちにだって手段があるんだから」

　言われようのないことで追いつめられた私は、向けられた悪意に立ち竦んで動けなくなる。そんな私を見てせせら笑うさゆみさんが近づいてきた瞬間、もうだめだと思った。

「俺と朱里が別れなければなにをする気だ？　教えてもらおうか、藤宮さん」

「隆晃さん、どうして……？」

「あなたが朱里に近づくことぐらいわかっていたからな」

　突然現れたのは所長だった。どうして彼がここにいるのかわからない私は、ただ呆然とするしかなかった。

「どうして、こんな子のどこがいいのよ。あなたに釣り合わない庶民なのよ」

「そんなことで女を選ぶつもりはないから、ほかを当たったらどうだ」

「なに言って……、それにそんな男性に興味はないわ」

「おまえの金と地位目当てに、ちやほやしてくれる奴らがいるだろう？」

　所長の冷たい口調に、さゆみさんがみるみるうちに身体を戦慄かせる。さっきまでの勢いが消えてしまい、いまにも泣き出しそうだった。

　彼女はなにをしても許されると思い込んでいたのかもしれない。だからこそ自分の行いを省みないのだろう。

「私はあなたの妻になりたいの。本当よ」

「執拗に朱里を追いつめて、排除しようとする女を妻にする気はない」

「それは、この人が私たちの間を邪魔するから」

「たとえ婚約していたとしても、いまの言葉であなたと結婚する気はなくなった」

　泣き崩れて必死に言い訳をしているさゆみさんの様子に、所長が冷たい目を向けている。けれど、どうしてなのか真剣な彼女の思いが伝わってくるようだった。

　彼女のやり方はよくなかったとしても、恋をする気持ちだけは私と同じだったのかもしれない。

「これ以上、朱里を追いつめるようなら容赦はしない。わかったら俺の前から消え失せろ」

「あなたのような傲慢な男は、頼まれたって結婚してあげないわよ」

「願ってもないことだ。それでいい」

　頑なに態度を変えず冷ややかな視線を送り続ける所長を睨みつけ、さゆみさんが立ち去っていく。その姿に胸が痛むが、人の気持ちを簡単に変えることはできない。

「嫌な思いをさせて悪かったな。朱里」

「え？」

「あの女があそこで引き下がると思っていなかったし、朱里が狙われるのもわかっていた」

　種明かしをするかのように所長がぽつりと話しはじめる。それによると尊敬する弁護士から紹介され、断り切れずにさゆみさんと見合いをしたのだと教えてくれた。

　無下に断ることもできないまま、つかず離れずの関係だったらしい。

「でも、一年前、初めていま想っている奴が俺の前に現れたんだ」

「えっ……？」

「俺が初めて守ってやりたいと思う、ただひとりの女に……」

「そうですか……」

　心底愛おしげにつぶやいた所長の言葉で、どうにもならない思いを知る。

　――聞きたくなかった。けれど、これで所長のことを初恋の人として思い出にできるのならそれでいい。

「誰のことなのか、もうわかってるよな」

「そんなのわかりません」

「やっぱり、鈍すぎてどうしようもないな。まぁ、自分に向けられている男の気持ちすらわかってないから」

　どうしてここでやっぱりという言葉が出るんだろう。それを考える暇もなく、所長は私を抱きしめてくる。

　っていうか、たったいま好きな女性の話をしていたはずなのに……。

「朱里が面接に来たのはいつのことだ？」

「一年前で……」

　そこで所長がなにを言おうとしているのかに気づき、信じられない気持ちで彼を見る。と、身体中が小刻みに震えてしまう。

　そもそも、こんなことって本当にあるのだろうか……。

「所長の好きな女性って……その……」

「答えは、今夜ベッドの中でたっぷり教えてやるよ。お姫様」

「ふえっ？」

　またしても所長から難問を出されてしまい、困惑するしかない。けれど、すでに明らかにされている真実に胸の高鳴りが抑えきれなかった。

　だってこの蠱惑的に微笑む所長の顔を、あの日からずっと見ていたから……。

「この続きは仕事が終わった後な」

「へっ？」

「いい子に待ってろよ。朱里……」

　そう言って私の頬にくちづけを落としてくる所長に翻弄されるしかなかった。

　――言う間でもなく一日中仕事に身が入らなかったのは、きっと私だけのせいじゃないと思ったのは秘密だ。










　終業時間になり、私は逃げ出すこともできないまま所長のマンションに連れていかれる。黒を基調とした、広さがあるわりには物があまり置かれていないシンプルな部屋。

　ここまで来て所長の気持ちがわからないわけではないが、距離が近づいたのはあの日からだ。それなのになぜ面接時に私へ好意を抱いたのか疑問に残る。

　けれど、いじわるな所長のことだから答えをはぐらかされてしまう。それが怖くてうつむいた。

「やっと、本当の答えを教えてやれるな」

「えっ……？」

「俺には婚約者がいた。だからきちんと身辺整理をするまでは、上司として厳しく接するしかなかった」

　聞き取れるか聞き取れないかの小さな声。それなのに所長の言葉しか私の耳には届いていない。

　静かに耳を澄ませないと、いまのこの状況が夢で終わりそうで怖かった。

「大切にしたかったのに、おまえがペットになりたいなんて言うから隠せなくなった」

「………っ」

「惚れてる女からそんなことを言われたら、どんな手を使っても誘惑したくなる」

「それじゃあ……っ！」

　所長が語ってくれる真実に納得できるとしても、私のあの言葉でなにもかもが変わったことは本当のようだ。驚きと戸惑いに震えながらも、まだ信じられない気持ちでいっぱいだった。

「まだわかってないようだな。俺の姫は本当に鈍い」

「だって、その……」

「愛している。おまえを初めて見たときから、ずっと朱里が好きだった」

　最後の言葉で涙がこらえきれずぽろぽろとこぼれ落ちる。こんな告白なんて現実にありえるのかと思うほど、所長に振り回されていたはずなのに……。

　そう思ってしまうほど私の脳内は混乱しっぱなしだった。

「でも、あの時は本当に告白じゃなくて……子猫がうらやましくて」

「あの時のおまえなら俺のものにできると思った」

「そんな……。でも、私だって所長が好きです」

　自分でも思いが止められずにその一言を告げる。と、所長はにやりといじわるげに微笑んで私を抱きしめた。

「おまえは思ったことをすぐ口に出すな。でも、今日からは俺以外の前では禁止」

「なっ……！」

「かわいい朱里は俺しか知らなくていい」

　あまりにも甘くささやかれたせいで、これでもかというくらい心臓が高鳴り続けてしまう。その瞬間、キスで唇を塞がれたら、なにも口に出せず甘いくちづけに翻弄される。

「愛しているよ、俺のかわいい姫」

「って、人が変わりすぎですよ。所長」

「所長じゃなくて、名前で呼べよ」

「むっ、無理ですからっ」

　心の準備というものが必要だと言うのに、私の身体がひょいと持ち上げられお姫様抱っこをされている。なにがどうなっているのかわからない状況なのに、ドキドキが止められなくて悩む。

「呼べるまでしっかりとしつけてやらないといけないな」

「しつけって……」

「朱里は俺のペットだろう。飼い主がしつけるのは当然だ」

「ひゃっ……耳、舐めないで」

　この調子ではまだまだ振り回されてしまうのだろう。そんな予想をしてしまうのは私だけなのかと思いながらも、好きな人の腕の中にいられる幸せを噛み締めていた。










　お姫様抱っこで寝室に連れて行かれた私は、拒むことさえも許されずベッドに寝かせられていた。こうなることは思いが通じ合った時からわかっているし、はじめてではない。

　なのに、私の身体が熱く疼くのがわからないまま組み敷かれている。その表情が美しい肉食獣のように見えてしまうのは、どうしてだろう。

「さて、今夜は寝かせてやらないから覚悟して俺のものになれ」

「しょ……」

「朱里はやっぱりおしおきされたいらしいな」

「たっ……、隆晃さんはいじわるです」

　どうやら名前で呼ばないと許してくれそうにないので、困った挙げ句所長の名前を呼ぶ。

「本当におまえはかわいくてたまらないな」

「だって、隆晃さんが呼べって……」

「俺たちは恋人同士で、いずれ俺の嫁になるんだからな」

「へっ？」

　いまさっき思いが通じたばかりなのに、すでに嫁確定なんですか!?　突っ込みどころの多い展開に言葉を失うと、髪をなぞられてくちづけられる。

「朱里、俺と結婚してくれないか」

「隆晃さん……」

「おまえ以外の女を嫁にする気はないんだ」

　私をからかうかのような口調ではあるが、いつになく真剣な瞳をしながらプロポーズをされる。驚きととまどいに襲われ、どうすることもできない私の手を掴んだ所長が手首にキスをした。

「おまえが嫌だと言っても離すつもりはないけどな」

「強引すぎます……」

　ちょっと拗ねてみるけれど本当は心が震えるぐらいうれしくて、私は所長が好きなんだと思い知る。その証拠に塞ぐようなキスに甘く蕩けてしまい、なにもかもを許してしまう。

（私、こんなに所長のことが好きなんだ……）

　どんなにあきらめなければいけないと思っていても恋心は消えなかった。その理由を強く身体に刻みつけられ、所長からの濃厚なキスがくり返される。

「ふぁ……んっ……」

　甘美なくちづけにくすぐったさを感じながら、口腔に差し込まれた卑猥な舌先に翻弄される。その瞬間、私も面接の時から所長が好きだったと気づく。

「もう瞳を潤ませて俺を誘っているのか？」

「ちがっ……」

「いやらしい子だ。でも、そんな朱里がたまらなく愛しいよ」

（それを言うなら私だって、所長が好きでたまらないの……）

　その言葉を伝える間もなく耳朶に舌を這わされ、すばやくブラウスのボタンをはずされる。露わになった下着を剥ぎ取られると、所長もまた、服を脱ぎ捨てた。

　お互いに生まれたままの姿で抱きしめ合うだけで、鼓動さえも聞こえてくるようだった。

（所長の身体が直視できないっ……！）

　たくましすぎる肉体を前に、目のやり場に困り、視線をそらすように辺りを見る。

「しょっ、所長！」

「まだ、俺の名前を呼べないのかよ。しかたないな」

「そうじゃなくて、電気を消してくださいっ」

「なにか問題でもあるのか？」

「はっ……恥ずかしいから」

　慌てている私をよそに、平然と組み敷いてくる所長の胸をぽかぽか叩く。けれど効果がないどころか両手を頭上に持ち上げられてしまう。

　隠すものがなくなった胸を卑猥なまなざしがじっくりと嬲ってくる。その視線に羞恥がこみあげてしまい、逃げられないと確信して脚をもじつかせた。

「おまえの裸なら隅々まで見ている。だから恥ずかしがるな」

「いっ、いじわるです」

「いじめたくもなるし、可愛がってもやりたくなるのは朱里限定だ」

「なっっ！」

（それって愛されているってことなの!?）

　所長の言っている意味が理解できず、まばたきをする。

「言い忘れてたけど、俺は溺愛体質だからそんなに怖がるな」

「えっ……？」

「かわいいものは徹底的に愛してやるのが、俺の主義だからな」

　言っている意味は理解できるし、あの時、子猫を抱きしめて優しそうな顔をしていた。けれど、目の前にいる所長の顔が怖くてたまらないのは、なぜだろう。

　そんなことを考えている間にも首筋に淫らすぎる舌先がすべり落ちる。

「ふぁ……んっ……」

「おまえの啼き声は本当にたまらないな。首筋を舐められただけでそんなにいいのか？」

「だって……蕩けちゃ……って、やぁ……」

「胸を触られるだけで嫌なら、朱里を気持ちよくしてやれないな」

　私が恥ずかしがっているとわかっていて煽ってくるのだから、やっぱり所長はいじわるなんだと分析する。けれど……。

「所長が好き……」

「俺も朱里を愛している」

「私……、いま心の声を口に出しちゃったの？」

「さあな。でもおまえがかわいすぎるからじっくりと愛してやる」

　胸を揉みしだかれながらふわふわとした愉悦の波に漂う。それだけで優しく包みこまれているようで、心の中が温かい。

　好きな人に愛しているって言ってもらえる。それがどれだけ幸せなことかと噛み締めた。

「ふぁ……あっ……」

　ゆるやかな動きで触れてくる指の感触に肢体をのけぞらせても、次から次へと全身を支配しようとする甘やかな熱に襲われる。ねっとりとした淫らな舌先が胸の尖端がなぞり、私の身体に悦楽がほとばしった。

「ひゃ……んっ」

「そんなかわいく喘いでいるのに、朱里は嘘つきだな」

「ちがっ……」

「俺が欲しくてたまらない顔をしてるのは朱里だろう？」

　にやりと顔を歪ませた所長が左胸に吸い付き、反対の乳頭を指の腹でこすられる。その度に背筋がしなり、甘く蕩けるような快楽が押し寄せて心が乱されていく。

「俺の朱里はなにもかもがかわいくて、綺麗だ」

「んっ……」

「愛しているよ。俺のかわいい朱里」

　身体全部が所長のものになったかのように、優しく真綿に包まれる。身体のあちこちを甘く蕩かされながら、卑猥な指先がすべり落ちていく。

　恥ずかしい。――でも、愛されたい。そう思うことが精一杯だった。

「こんなに濡らしておまえはいやらしい子だな」

「ちがっ……」

　くちゅりとした水音に耳を刺激し、羞恥心で全身が朱に染まっていく。それなのにあやすかのように蕩かされ、身体が淫らに作り替えられてしまう。

　じんと疼くような下腹部から、あふれ出す蜜液が腿を伝い、そのたびに肢体が震えていく。

「ああっ……ふぁ……」

「俺なしじゃ生きられないほど感じろよ。朱里」

「だめっ……」

「気持ちよさそうな顔をして、だめじゃないだろう」

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音を鳴らす指先に狂わされ、脳内が甘く痺れていく。そこで腰をなぞっていた舌が秘苑をゆっくりと舐めてくる。

　恥ずかしくてしかたがない。けれど一度でも知ってしまった快楽からは逃れる術もない。

「はぁ……んっ……」

　されるがまま身悶え、自分のものとは思えない甘い声が吐息と混ざり合う。それでも私を追いつめるように淫猥な舌が花芽をゆっくりと舐ってくる。

　次々と与えられる快楽を教え込まれたら、きっと私は所長から逃げられないだろう。

「しょちょ……もう、だめ……」

「なにが欲しいのかわからないな」

「いじわるしないで……」

「朱里がちゃんと言えたら、お望み通りにしてやる」

　あまりにもいじわるすぎて泣き出してしまいそうだが、それと同時に自分の気持ちに素直でいたいと心に決める。

「隆晃さんが好きだから、全部、欲しいの……」

　欲張りなほど純粋な恋心を解き放した瞬間、秘部から舌を放され素早く唇を奪われる。「おまえのその一言で、俺のものがやばい……」

　所長が吐息交じりに呟くと、すでに隆起している熱の塊を脚に押し当てられる。その逞しい存在を主張するかのように太腿にあてられた。

「それは隆晃さんが、いじわるするからっ」

「顔を真っ赤にして、本当にかわいすぎてたまらないよ」

「なっ……」

「愛してる、俺のかわいいお姫様」

　いつのまにか所長の膝の上で抱きかかえられて、どちらともなく甘いくちづけを交わす。その合間に押し入ってくる肉茎に翻弄されながら、彼の身体に抱きついた。
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「いい子だな。朱里……」

「はぁ……ああっ……」

「一生愛してやるから、永遠に俺のそばにいろ」

「はいっ……」

　激しい動きで蜜路を穿ち続ける熱杭に内壁がこすられるたびに、甘美な悦楽に襲われて淫らな吐息が口から漏れる。汗ばむ素肌をぴったりとくっつけ、本能のままに突き上げられていく。

「おまえのここは、本当に気持ちよさそうに締めつけてくるな」

「わかん……なっ……あっ……」

「ここを突かれるのがいいんだよな。朱里は」

「そこ……だめぇ……」

　浅い場所を打ちつけられたかと思えば、前ぶれもなく深い場所を穿たれる。緩やかに侵食してくる波に漂いながら、最奥を激しく打ちつけられていた。

　所長の動きに合わせて腰が勝手に動き、気が遠くなるほどの甘く蕩けるようなキスをされ、眩暈がするほどその愛に溺れてしまう。

「隆晃さんが好き……です」

「俺もおまえだけを愛しているから、おとなしく捕まってろ」

「はい……」

「永遠に手放す気はないから、覚悟して俺だけのものでいろよ」

「私も……あなただけを愛しています」

　永遠に所長だけに囚われていたいと願いすべてを受け止める。その瞬間、意識が朦朧としながらも最愛の人に身を委ねる。

　厳しいところもいじわるなところも全部が愛しいと思える人はきっと所長しかいない。そう思いながらも突き上げてくる熱に翻弄されていく。

「ふぁ……んっ……」

　奥底で熱杭を感じながらひときわ甲高い嬌声を上げて、身体全部で彼を受け止める。その瞬間、私は所長の腕の中に安心して瞳を閉じた。

















エピローグ












「ええっ！　じゃあ、美羽先輩は最初から知っていたんですか!?」

　隆晃さんと恋人同士になった翌日。出勤早々、美羽先輩からとんでもない話をされた私は驚きのあまり声を上げていた。

　事務所では所長との関係をずっと秘密にしてきた。そのはずなのに……。

「知ってるもなにも、所長の溺愛ぶりからくっつくのも時間の問題だと思っていたわ」

「でも……そんな……。私、ずっと先輩に相談できなかったのに」

「もう、朱里は本当に鈍いんだから」

「すみません……」

　美羽先輩曰く、隆晃さんははじめから溺愛オーラを出していたらしい。それに気づかず怒られてばかりだと思っていた自分の情けなさにうなだれる。

「でも、やっぱり朱里はそのぐらいでいいのかも」

「え？」

「まぁ、なにかあったら今度はちゃんと相談しなさい。恋愛のことならまかせて」

「……はっ、はい！」

　ぴしゃりと言い放った美羽先輩になにも言えずに返事をすると、先輩は少し困ったように微笑む。なんとなく事情がわかってきたようにも思うが、私の知らないことが多すぎる。

「まぁまぁ、吉川さん。いいじゃないか」

「これで所長の機嫌がよくなれば俺たちは問題ないし、三井ちゃんはそのままでいいから」

　そんな声が聞こえて振り返ると、所員たちがにやにやとしながら私たちの会話に口を挟んでくる。その話をまとめても所長の溺愛は明白だったみたいだ。

　もっとも、隆晃さんが隠している様子なので噂にならなかったらしいが……。

「誉田先生は三井ちゃん推しだったからつらいかもだけど」

「ぼっ、僕は別に……」

「ずいぶん所長に睨まれていたもんな。おまえ」

「だから、僕の話はいいですから！」

（三井ちゃん推しって、私のこと!?）

　どうやら私だけがわかっていなかったらしく、申し訳なさでいっぱいになる。そこでふいに後ろから抱きしめられてしまい慌てふためいた。

「俺の大事な朱里にくだらないことを吹き込んでみろ。仕事量を増やすぞ」

「おっ、俺たちは別に……」

「そうですよ。所長」

（……どうやら、やっぱり厳しい所長は健在なんだ）

　私にはかなり甘いけれど、こうして見ているとやっぱり隆晃さんらしいと思えてくる。そんなことを考えているとふいに手を引かれて、いつの間にか廊下に連れさらわれた。

　恋人という言葉にはまだ慣れていない。けれど、いつか自然に受け止められるようになってくるのかもしれない。

「朱里も朱里だ。かわいがられるのはおまえの強みだが、こっちの身になれ」

「え？」

「かわいすぎるのはしかたないが、俺以外に懐くな」

「なっ、懐いてなんかいません」

　私の顔を覗き込むようにじっと見つめた隆晃さんはため息をつきながら、自分の髪に触れる。

　どうやら、私の恋人は嫉妬深いらしい。けれど、そんなところでさえ愛しくてたまらなくなる。

「今夜はおしおきだから覚悟しとけ……」

「おしおきって、そんな……」

「おまえ専用の甘いおしおきだからいいだろう」

　耳元で甘く蕩けそうな言葉をつぶやかれ、この人には一生かなわないと思う。だけど、それが私にとっての一番の幸せなのかもしれない。

　そう思った私は首を小さく振り、その愛を受け止めるかのようにキスをしていた。
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